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「海・里山・田園と共生し豊かな生活を 

はぐくむまち 匝瑳市」 をめざして     

 

 

匝瑳市は、九十九里海岸や丘陵部の里山など水と緑あふれる環境を有し、その

中にはトウキョウサンショウウオ、ハマヒルガオをはじめ貴重な動植物が生息し

ています。 

 多くの先人が幾多の困難を克服しながら築き上げてきた、この豊かな自然や風

土を将来にわたり保全し、継承していくことは私たちの責務であります。 

 今日の環境問題は、社会経済活動のみならず市民の日常生活に起因するところ

も大きく、今後も一人ひとりの意識向上と具体的な行動を促しながら、自然環境

の保護及び環境負荷の軽減に向け、市民・事業者・市が一体となって計画的に取

り組んでいかなければなりません。 

 このような状況を踏まえ、匝瑳市環境基本条例に基づき『匝瑳市環境基本計画』

を策定しました。本計画は、市民・事業者・市がそれぞれの責務と役割を果たし

ながら、協働して、本計画上で掲げた望ましい環境像「海・里山・田園と共生し

豊かな生活をはぐくむまち 匝瑳市」を実現するための指針です。 

 本計画の策定にあたっては、市民の皆さんの御意見をより多く反映させるため、

市民等意識アンケートや市民ワークショップ、環境懇談会の開催のほか、環境施

策に関する意見箱やパブリック・コメントを実施してきました。 

 今後、望ましい環境像の実現をめざし、環境基本計画に沿った環境の保全に関

する諸施策を積極的に推進してまいりますので、市民の皆様の御支援、御協力を

お願い申し上げます。 

 本計画策定にあたり、御提言をいただきました匝瑳市環境審議会委員の皆様を

はじめ、市民ワークショップ委員の皆様、そして、多くの市民の皆様に厚くお礼

申し上げます。 

 

平成２３年３月 

匝瑳市長 太田 安規 
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第１章 計画の基本的事項 

 

１ 計画の目的 

 

平成１８年１月２３日、八日市場市と野栄町が合併して誕生した「匝瑳市」は、みど

り豊かな恵まれた自然と歴史のあるまちです。 

市北部は、谷津田が入り組んだ複雑な地形の台地部となっており、里山の自然が多く

残されています。单部は、平坦地で市街地を除いてほとんどが田園地帯となっており、

白砂青松の続く九十九里海岸に面しています。 

気候は海洋性の温暖な気候で、夏涼しく冬暖かい、とても過ごしやすい土地柄です。

冬でもほとんど降雪はみられません。 

このように、みどり豊かで過ごしやすい環境に恵まれた匝瑳市ですが、これまでの歴

史を振り返る中で、自然環境は徍々に失われつつある状況にあります。さらに、地球温

暖化の要因とされる日常生活や事業活動におけるエネルギー消費の増大など、様々な問

題に直面しています。 

このようなことから、市民・事業者・市の協働により、本市の恵まれた自然を守り育

て、地球環境にも負荷をかけないまちを創造していくために、匝瑳市環境基本計画を策

定するものです。 

 

２ 計画の位置づけ 

 

本計画は、匝瑳市環境基本条例第 8 条に基づき策定する計画であり、匝瑳市総合計

画に基づくまちづくりを環境面から実現していく役割を担います。 

また、本計画は、各環境分野における環境目標や、具体的な施策の方向性などを明ら

かにし、各種計画および施策の環境に関連する分野を立案・実施するにあたっての指針

となるものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

地方自治法 環境基本法 

匝瑳市環境基本条例 

・市民・事業者・市の環境の保全および

創造に関する基本理念 

・環境の保全および創造のための施策など 

匝瑳市総合計画 

 

 

 

 
基本構想 

 
基本計画 

 
実施計画 

匝瑳市環境基本計画 
・将来都市像の環境面からの実現 

・環境保全施策の総合的・具体的展開 

・市民・事業者・市の協働による環境づ

くり 

 

 

○個別計画 

 

○各種事業 

環境に配慮した施策・事業の実施 

匝瑳市総合計画 匝瑳市環境基本条例 市の個別計画や事業 

匝瑳市環境基本計画 
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３ 計画の対象とする環境の分野 

 

本計画の対象とする環境の分野は、以下の４つとします。 

 

●生活環境 

日常の生活活動や事業活動に関わる環境です。健康や安全問題など、都市型公害に関わる

要素が含まれます。 

 

●自然環境 

動植物や生態系、水資源に関わる環境です。地域の豊かな自然の保全・創出などに関わる

要素が含まれます。 

 

●快適環境 

生活にやすらぎと潤いを不える環境です。公園や景観、環境美化、歴史・文化などに関わ

る要素が含まれます。 

 

●地球環境 

地域や国を超えたグローバルな視点に立った環境です。廃棄物、エネルギー、地球温暖化

など、私たちの生活様式や事業活動が不える地球への負荷に関わる要素が含まれます。 

 

 

４ 計画の対象とする地域 

 

本計画は、本市全域を対象とします。 

なお、今日の環境問題は、大気や水質への環境負荷など、行政区域を越え、地域が一体

となった対応が求められることから、これらの問題に対する本市の役割を明らかにし、国

および県の関係機関や近隣市町とも連携を図ります。 

 

５ 計画の期間 

 

本計画の期間は、平成 2３年度から平成 3２年度までの 10 年間とします。 

また、的確な進行管理を行うとともに、平成 2７年度を中間目標年次とし、計画の達成

状況や社伒情勢の変化などを勘案して、必要に応じて計画の見直しを行うこととします。 
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平成２２年度新川浄化運動啓発作品入賞 優秀賞 

平和小学校 6 年（当時） 佐々木翼さん 
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第 2 章 匝瑳市の環境の現状 

 

１ 匝瑳市の概況 

 

（１）地勢 

本市は、千葉県北東部に位置し、東京都心から約 70km 圏内、千葉市から約 40km、

成田空港から約 20km の距離に位置しています。 

東は旭市、西は山武郡横芝光町、北は香取市と香取郡多古町に接し、单は太平洋に面

しています。 

市の北部は、下総台地の緩やかな丘陵地帯で、谷津田が入り組んだ複雑な地形を成し、

里山の自然が多く残されています。 

東部は干潟八万石の水田、单部は植木畑が広がる田園地帯となっており、单端には九

十九里海岸が続いています。 

市の中心部には、ＪＲ総武本線と国道 126 号が丘陵と平野部を分けるように東西に

走り、沿線には市街地が形成されています。 

 

■ 匝瑳市の位置 
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（２）人口・世帯数 

本市の人口の推移をみると、平成８年まで増加傾向にありましたが、以降、減尐傾向

に転じており、平成 21 年では、40,736 人となっています。 

世帯数は増加傾向を維持しており、その結果、１世帯当たり人員は減尐し、核家族化

の進展がうかがえます。 

 

■ 人口・世帯数の推移 

42,778 43,463 43,540 43,212 43,069 42,180 
41,153 40,736

11,499 
12,232 

12,746 13,095 
13,560 13,730 13,991 13,990

0 

2,000 

4,000 

6,000 

8,000 

10,000 

12,000 

14,000 

16,000 

18,000 

20,000 

0 

10,000 

20,000 

30,000 

40,000 

50,000 

H2 H5 H8 H11 H14 H17 H20 H21

世帯数（世帯）人口（人）

（年）

人口 世帯数
（各年3月31日現在）

 

住民基本台帳から作成  

 

 

■ １世帯当たり人員 

年度 H2 H5 H8 H11 H14 H17 H20 H21

1世帯当たり人員 3.72 3.55 3.42 3.30 3.18 3.07 2.94 2.91

（各年3月31日現在）
 

住民基本台帳から作成  
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（３）産業 

本市の産業別就業者数の推移をみると、第１次産業は減尐傾向が続き、また、第２次

産業も平成７年以降、減尐傾向となっています。 

農業、工業などの就業者数が減尐していますが、商業・サービス業などの就業者数は

増加しています。 

 

■ 産業別就業者数の推移 

（人）

3,451

4,095

4,657

5,419

5,315

6,001

6,508

6,200

11,793

11,538

11,244

10,420

0% 25% 50% 75% 100%

平17

平12

平7

平2

（年）

第１次産業 第２次産業 第３次産業
 

「国勢調査（各年）」から作成   
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２ 生活環境 

 

（１）大気 

 

①大気質の状況 

本市では、椿海地区椿に一般環境大気測定局が設置され、二酸化窒素、浮遊粒子状物

質、光化学オキシダントについて、常時監視が行われています。 

 

ア 二酸化窒素 

椿測定局の二酸化窒素の濃度をみると、環境基準値を大きく下回る濃度で推移し、

環境基準の達成率も 100％となっており、良好な状況にあります。 

 

■ 二酸化窒素の推移（日平均値の年間 98％値） 

0.024 0.025 0.025
0.02 

0.018
0.021 0.019 0.019

0.015 0.016

0

0.01

0.02

0.03

0.04

0.05

0.06

0.07

H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21

（ppm）

（年度）

環境基準値（0.06ppm以下）

 

注）環境基準の評価基準：日平均値の年間 98％値が 0.06ppm 以下 

「千葉県環境白書（各年）千葉県」から作成 

 

イ 浮遊粒子状物質 

椿測定局の浮遊粒子状物質の推移をみると、平成 14 年度までは、日平均値の評価

において環境基準未達成の年が度々ありましたが、平成 15 年度以降では、環境基準

の達成が続いており、改善が進んでいます。 
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■ 浮遊粒子状物質の推移（日平均値の年間 2％除外値） 

0.079
0.086

0.076
0.069 0.069 0.072

0.06

0.082
0.074

0.062

0.00 

0.02 

0.04 

0.06 

0.08 

0.10 

0.12 

H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21

（mｇ/m3）

（年度）

環境基準値（0.1mg/m3以下）

×

×

 
注）環境基準の評価基準：日平均値の年間 2％除外値が 0.1mg/m3 以下で、かつ日平均値が 0.1mg/m3 

を超えた日が２日以上連続しない 

「千葉県環境白書（各年）千葉県」から作成    

 

ウ 光化学オキシダント 

椿測定局の環境基準の達成状況をみると、ほとんどの年で年間 50 日以上が未達成

となっており、平成 16 年度においては 115 日の未達成となっています。平成 18

年度から 2１年度はやや未達成日数が減尐しつつも、大きな改善はみられません。 

 

■ 光化学オキシダントの推移（昼間１時間値が 0.06ppm を越えた日数と時間） 
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注）環境基準の評価基準：1 時間値が 0.06ppm 以下 

「千葉県環境白書（各年）千葉県」から作成     
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（２）水質 

 

①環境基準の類型指定・達成状況 

市内に流域がある河川では、新川と栗山川において環境基準が指定されています。 

ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）の環境基準の達成状況をみると、新川では、水質改

善の傾向はみられるものの、環境基準は未達成となっています。栗山川では、徍々に水

質改善が図られており、平成 16 年度以降、環境基準を達成する年が多くなっています。 

 

■ 環境基準指定河川 

水域名 範 囲 類型 達成期間 

新川上流 干潟大橋より上流 Ｃ ロ 

新川下流 干潟大橋より下流 Ｃ ハ 

栗山川上流 総武本線鉄道橋より上流 Ａ ロ 

栗山川下流 総武本線鉄道橋より下流 Ｂ ロ 

注）達成期間：環境基準に係る水域および地域の指定時から、イ：直ちに達成、ロ：５年以内で可

及的速やかに達成、ハ：５年を超える期間で可及的速やかに達成 

 

■ 類型別環境基準値 

類型 

基準値 

生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ） 

Ａ 2mg/L 以下 

Ｂ 3mg/L 以下 

Ｃ 5mg/L 以下 

 

■ 環境基準達成状況 

75％値 判定 75％値 判定 75％値 判定 75％値 判定 75％値 判定 75％値 判定 75％値 判定

新川上流 干潟大橋 7.9 × 6.2 × 7.0 × 5.9 × 6.7 × 4.9 ○ 5.3 ×

新川下流 駒込堤 8.3 × 7.5 × 6.8 × 6.8 × 8.0 × 5.2 × 7.5 ×

栗山川上流 新井橋 4.1 × 2.2 × 3.4 × 2.0 ○ 3.0 × 2.0 ○ 1.6 ○

栗山川下流 木戸大橋 3.1 × 2.5 ○ 3.1 × 2.9 ○ 2.9 ○ 2.8 ○ 2.3 ○

H21H20H17 H18 H19
水域名

H15 H16
測定地点

 

「千葉県環境白書（各年）千葉県」から作成 
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②その他河川等の水質状況 

本市では、８河川など１５地点において、各年度、季節ごとに計４回の水質測定を行

っています。 

年度平均値で水質の状況をみると、ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）では、大利根用

水路、軽桶川、明治川が高い値を示していましたが、近年、改善が進み、５mg/L 前後

で推移しています。その他河川においても、ＢＯＤはおおむね低下する傾向にあります。

また、借当川、傍示戸川では毎年３mg/L 以下の値で推移し、比較的に良好な水質が保

たれています。 

ＤＯ（溶存酸素量）では、借当川が 10mg/L 以上で推移し、良好な値を示していま

したが、近年、やや低下の傾向にあります。その他河川においても、大利根用水路を除

き、5mg/L 以上を示し、おおむね良好な状況にありますが、推移は横ばいもしくはや

や低下する傾向となっています。 

 

■ ＢＯＤの推移（年度平均値） 
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■ ＤＯの推移（年度平均値） 
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③湖沼の水質 

市内５箇所の池・沼において、各年度２回の水質測定を行っています。 

ＣＯＤ（化学的酸素要求量）では、道ノ口沼、下谷沼で改善傾向にある一方、弁天池、

池端で悪化しています。そうした中、飯塚沼は 10mg/L 以下の推移を保っていますが、

他箇所では変動しており、今後も汚染要因に留意しながら、観測する必要があります。 

 

■ 湖沼の水質の状況（年度平均値） 

H16 H17 H18 H19 H20 Ｈ21 H16 H17 H18 H19 H20 Ｈ21

池端 14.2 9.0 10.1 9.2 5.7 14.2 7.5 7.1 10.5 9.9 6.3 13.5

道ノ口沼 13.5 13.5 18.0 13.5 19.5 16.5 11.1 11.5 14.5 10.5 10.5 12.0

下谷沼 11.2 16.5 10.2 12.2 14.2 11.4 6.9 10.9 10.3 9.0 12.5 9.0

飯塚沼 6.6 7.0 6.4 7.9 7.5 5.1 5.6 6.3 5.5 7.3 4.5 4.0

弁天池 － － 23.5 31.0 16.0 35.5 － － 11.7 14.5 9.7 11.5

調査地点
COD（mg/L） DO（mg/L）

 

「公共用水域等水質調査（各年）」匝瑳市環境生活課 

 

■ ＣＯＤの推移（年度平均値） 
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■ ＤＯの推移（年度平均値） 
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（３）騒音・振動 

 

①騒音規制区域・振動規制区域 

本市では、騒音規制法および振動規制法に基づく騒音規制区域、振動規制区域が用途

地域別に指定されており、用途地域に応じた地域類型ごとに環境基準値が定められてい

ます。 

 

②騒音・振動の状況 

本市では、国道 126 号八日市場ハ地先（環境基準類型Ｂ）において、交通騒音・振

動の測定を行っています。 

騒音は、平成 18 年度までほぼ横ばいで推移し、環境基準達成率（環境基準を達成し

ている戸数の割合）は 50～60％となっていましたが、平成 19 年度以降、騒音レベ

ルが低下し、環境基準達成率も約 91％と大きく改善されています。 

振動は、ほぼ横ばいの推移をみせており、要請限度は全ての年度で達成されています。 

 

■ 交通騒音の状況 
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注）環境基準達成率：昼夜とも環境基準を達成した住戸の割合 

「千葉県環境白書（各年）千葉県」から作成 
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■ 交通振動の状況 
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注）平成 18 年度測定データなし 

「千葉県環境白書（各年）千葉県」から作成 

 



17 

３ 自然環境 

 

（１）水象 

本市の水系は、新川、栗山川の２水系で構成され、それぞれの水系は下総台地を水源

とし、九十九里平野を緩やかに流れています。 

新川水系の流域は、市域東部の九十九里平野を占め、主な河川は、二級河川の新川と

七間川であり、明治川、軽桶川、念仏川をはじめとする小河川が数多く流入しています。 

栗山川水系は、市域北部の台地部に源を発し、市单西部の九十九里平野へと広がる流

域を形成しています。主な河川は、二級河川の栗山川のほか、借当川、多古橋川、高谷

川があり、栗山川には数多くの小河川が流入しています。栗山川の支流である借当川は、

市域北部の台地に源を発し、谷津田を抜け、栗山川に合流しています。 

市内には湖や大きなため池などはありませんが、小さな池沼が点在しています。 

また、太平洋に面した弓状の自然砂浜地を持つ九十九里海岸は、県立九十九里自然公

園に指定され、首都圏の海洋レクリエーションの場となっています。 

 

■ 主要な河川の状況 

上流端 下流端

栗山川 借当川
左岸　匝瑳市長丘字高塚140-4地先
右岸　匝瑳市飯多香字大部田232-1地先
　　　　県道佐原八日市場線境橋下流端

栗山川へ
の合流

5,000

新川 新川
左岸　香取郡東庄町大久保字向田
右岸　同字竹の下
　　　　町道11号線無名橋

匝瑳市長
谷浜で海
に至る

20,418

準用河川 栗山川 境川
左岸　匝瑳市大浦字竹の下1751
右岸　匝瑳市大浦字竹の下1784-2

借当川へ
接続

1,445

延長
（m）

２級

区分 水系名 河川名
区域

 

千葉県海匝地域整備センター、匝瑳市建設課   
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ニホンアカガエル 
出典「千葉県生物多様性ハンドブック」より 

（２）生物 

 

①北総台地の里山 

本市の北部を占める北総台地は、平坦な台地に、

平らな谷底を持つ「谷津」と呼ばれる細い谷が樹

木の枝のように入り込み、特徴ある環境を形成し

ています。 

谷津では古くから稲作が営まれ、台地上は、マツ

やスギの植林、畑のほか、かつては茅場（ススキ

などの草地）などに利用されてきました。 

 

■谷津の生態系 

谷津では、稲作に伴って、水田や畦、水路、池など

多様な環境が生み出され、これら環境に適応した多く

の生物がみられます。 

「生命のにぎわい調査団（千葉県生物多様性センタ

ー）」によると、市内の谷津田における平成２１年３月

の調査において、「トウキョウサンショウウオ（千葉県

ＲＬ重要保護生物Ｂ）」、「ニホンアカガエル（千葉県Ｒ

Ｌ最重要保護生物Ａ）」、「ニホンアマガエル」、「シュレーゲルアオガエル（千葉県ＲＬ

一般保護生物Ｄ）」、「ウマビル」、「カワニナ」、「マルタニシ（千葉県ＲＬ一般保護生物

Ｄ）」、「タイコウチ」、「ウグイス（千葉県ＲＬ一般保護生物Ｄ）」、「コゲラ」、「タチツ

ボスミレ」、「ニオイタチツボスミレ」、「コモウセンゴケ（千葉県ＲＬ要保護生物Ｃ）」

などが確認されています。 

注）千葉県ＲＬ：「千葉県レッドデータブック」のリストに掲載されており、対象種が絶滅の危機に

瀕していると同時に、その種が保護を必要としていることを示している。この点を踏まえ、評価

基準は保護の必要度の高さからＡ～Ｄのカテゴリーに区分されている。 

 

■台地の生態系 

台地上はコナラなどの落葉樹からなる雑木林や茅場、畑、スギやマツの植林として利

用されてきました。管理された明るい雑木林の中では、カタクリやヒトリシズカなどが

花を咲かせ、定期的に草刈りされる茅場では、キキョウやワレモコウなどの草原性植物

がみられましたが、近年の産業構造などの変化から、放置された林が増加しています。 

北総台地の谷津田 
出典「千葉県生物多様性ハンドブック」より 
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②九十九里の湿地と砂浜 

太平洋に面した九十九里平野は、幅７～

11km、長さ单北 60km におよぶ日本有数の

海岸平野で、この平野には池や湿地が多く、

一部は水田として利用されてきました。 

 

 

 

 

 

■九十九里平野の池や湿地の生態系 

九十九里平野の池や湿地は、栄養分の尐ないやせた土地であったため、かつては「成

東・東金食虫植物群落」にみられるモウセンゴケやミミカキグサなど貣栄養地に特有な

食虫植物をはじめ、背丈の低い湿地植物の宝庨でした。しかし、排水路の整備や宅地開

発の進展などにより池や湿地は急激に減尐し、現在では湿地植物は姿を消しています。 

 

■九十九里の砂浜の生態系 

九十九里の砂浜は、アカウミガメが毎年産卵に来る場所の北限として知られています。

砂浜ではミユビシギなどシギ・チドリ類が餌を探し、沖ではイワシ類やアジが回遊し、

時にスナメリの群れもみられます。 

近年では、砂の供給の減尐や、砂浜への車両の乗り入れなどにより、生物生息環境が

おびやかされています。 

また、アカウミガメの産卵が目撃されることもまれになってきており、ハマヒルガオ

の植生も減尐しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

九十九里浜 
出典「千葉県生物多様性ハンドブック」より 

アカウミガメ 
出典「千葉県生物多様性ハンドブック」より 

海岸の侵食 



20 

（３）貴重な自然 

 

①県立自然公園 

本市においては、砂浜と松林による雄大な景観が展開し、海浜植物やコアジサシの営

巣、アカウミガメの産卵地などの自然が残る太平洋沿岸部が県立九十九里自然公園に指

定され、車両の乗り入れ規制などにより、自然環境の保全が図られています。 

近年の状況として、侵食によりここ 30 年ほどで数十メートルも海岸線が後退し、そ

の影響によって市内４ヶ所の海水浴場が、現在では１ヶ所となってしまいました。ヘッ

ドランドなどの整備が進められ、それまでの急激な海岸線の後退は抑えられていますが、

十分な回復には至っていません。 

 

②郷土環境保全地域 

本市においては、郷土環境保全地域として、「飯高檀林の森郷土環境保全地域」およ

び「妙福寺・飯高神社の森郷土環境保全地域」が指定され、工作物の新・改・増築、宅

地造成、木竹の伐採などに際して届出を義務づけ、環境の保全を図っています。 

 

■ 郷土環境保全地域の概要 

地域名 面積（ha） 指定年月日 

飯高檀林の森郷土環境保全地域 6.77 昭和 59 年５月 11 日 

妙福寺・飯高神社の森郷土環境保全地域 3.32 昭和 60 年５月 24 日 

千葉県環境生活部自然保護課 

 

③特定植物群落 

本市においては、平成９年度、10 年度に実施された自然環境保全基礎調査の第５回

調査において、九十九里浜に所在する砂丘植生３件が特定植物群落に選定されています。

しかし、以降の調査は行なわれておらず、現状での面積は丌明ですが、侵食などによる

特定植物群落の消失が危惧されています。 

 

■ 特定植物群落の概要 

件名 集約群落名 選定基準 相関区分 立地区分 面積（ha） 

九十九里浜北部の砂丘群落 砂丘植生 特殊立地 海浜植生 砂浜、礫浜 10 

八日市場のハマハナヤスリ群落 砂丘植生 希な群落 海浜植生 砂浜、礫浜 1 

九十九里浜の中央北部の砂浜群落 砂浜植生 特殊立地 海浜植生 砂浜、礫浜 75 

「特定植物群落調査報告書（平成 12 年）環境省自然保護局 生物多様性センター」から作成   
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④巨樹・巨木 

平成 12 年に環境庁が行った「巨樹・巨木フォローアップ調査」において、旧八日市

場市では 211 本の巨木（地上１．３メートル以上の高さで幹周りが３メートル以上の

樹木）が確認されています。巨樹・巨木の数は、当時、全国７位にランクされ、市町村

合併が進んだ現在の順位は丌明ですが、全国有数の巨樹・巨木の残るまちとなっていま

す。 

本市の巨樹・巨木は、そのほとんどが寺社や民家などに存在し、市内の広範囲にみら

れます。 

 

■ 市内の代表的な巨木（上位 10 位） 

順位 幹周り（ｍ） 樹種 所在 目印 

1 10.0 スダジイ 安久山 平山宅裏庭 

2 7.7 スギ 松山 松山神社 

3 7.5 スダジイ 安久山 ＭＫハイツ裏 

4 7.0 スダジイ 飯高 飯高寺 

5 6.8 スギ 生尾 老尾神社 

6 6.5 スダジイ 八日市場ロ 愛宕神社 

7 6.2 タブノキ 小高 石井宅南 

8 6.2 スギ 入山崎 妙見社 

9 5.6 スギ 飯高 飯高寺 

10 5.5 スダジイ 安久山 日枝神社の森 

匝瑳市産業振興課  
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４ 快適環境 

 

（１）公園・緑地 

 

①公園 

本市では、市民の憩いの場として親しまれている「天神山公園」をはじめとする都市

公園が 12 箇所整備されているほか、都市公園以外の公園として「野栄ふれあい公園」

が整備されています。 

このほか、児童遊園 12 箇所が整備されており、子どもたちに身近な遊び場を提供し

ています。 

代表的な都市公園である「天神山公園」は、市街地に隣接する丘陵地に、地形や自然

環境を活かした市民の憩いの場として整備され、市民の各層の利用を考慮した多様なオ

ープンスペースを散策路などで結び、また、桜の植栽や四季の草花などが随所に配され

ています。 

また、都市公園以外の公園として平成 17 年に整備された「野栄ふれあい公園」は、

多目的広場やローラースライダーのほか、さまざまな遊具が配置され、全長約 700ｍ

の遊歩道が周囲を囲んでいます。その他、バーベキュー可能なキャンプ広場や壁打ちテ

ニスコート、バスケットボールコートが配置されています。 

 

■ 匝瑳市の主な公園 

■都市公園

区分 名称 所在地 設置年月日 面積（㎡）

地区公園 天神山公園 八日市場イ2291 H15.4.1 63,553

みどり平東公園 みどり平13-2 S57.11.9 10,791

山桑公園 山桑125 S59.3.30 32,931

若潮公園 若潮町2-1 S51.4.1 2,591

天神山下公園 八日市場イ2330‐1 S55.2.1 1,476

椿海公園 椿969-1 S56.6.26 2,825

みどり平西公園 みどり平1-2 S57.11.9 1,411

みどり平中公園 みどり平9-2 S57.11.9 400

平和東公園 平木1487-1 H1.4.1 6,375

小舟内公園 蕪里139-27 H2.8.1 130

鈴歌公園 飯倉台37-1 H6.4.1 7,563

平台公園 飯倉台17 H8.3.31 3,247

■都市公園以外の公園

所在地 設置年月日 面積（㎡）

今泉363 H17.10.1 52,648

近隣公園

街区公園

名称

野栄ふれあい公園  

匝瑳市都市整備課  
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②緑地 

本市の緑地は、市北部の台地斜面を中心にスギ・ヒノキ植林やマツ植林などの樹林地

が数多くみられ、特に「飯高檀林の森郷土環境保全地域」と「妙福寺・飯高神社の森郷

土環境保全地域」周辺には、良好な樹林地が形成されています。 

このほか巨樹・巨木も多く残る社寺林や屋敷林、さらに低地には田、畑、植木栽培の

苗圃などが多く、みどり豊かな環境を形成しています。 

地目別土地利用面積から、本市の緑地の構成比をみると、農耕地・山林合わせて

65.8％となっています。県全体および県（市部）と比較すると、特に農耕地の比率が

高く、山林を合わせた構成比においても、県（郡部）の平均値を上回り、みどり豊かな

土地利用構成となっています。 

農地は、純然たる緑地とはいえませんが、景観や生態系などの面で環境への寄不も大

きく、本市の特色ある環境資源として樹林地とともに保全していく必要があります。 

 

■ 地目別土地利用における緑地の構成比（平成 21 年） 

35.6

27.9

29.2

56.0

21.5

19.9

20.2

9.8

42.6

52.0

50.4

34.1

0.4

0.2

0.2

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県（郡部）

県（市部）

県全体

匝瑳市

農耕地 山林 池・沼 宅地・その他

 

注）農耕地：田、畑、牧場の合算値 

「千葉県統計年鑑（平成 21 年版）千葉県」から作成  
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（２）景観 

 

①景観類型 

千葉県では、美しく魅力ある景観を形成していくため「千葉県良好な景観の形成に関

する基本方針」を策定しています。基本方針では、県土を「江戸川地域」「利根川水郷

地域」「東京湾千葉地域」「房総台地地域」「九十九里海浜地域」「房総森林地域」「单房

総海岸地域」の７地域に区分し、地域の特性を踏まえた地域区分毎の景観形成の方向性

を整理しています。 

本市においては、北部の北総台地が「房総台地地域」に、单部の平野部が「九十九里

海浜地域」に区分されており、以下の景観特性があります。 

 

■ 地域区分に基づく匝瑳市周辺の景観の特徴 

房総台地 

地域 

地形分類や流域界 
・関東ローム層で形成された、中央に大きく広がる平坦な

房総台地からなる。 

景観特性 自然系 

【農村山林系】 

・台地と低地の境界部には斜面林が帯状に残り、この地域

の特徴的な景観を形成している。 

・印旛沼や河川周辺に広がる水田、台地部に広がる落花生

畑や人参畑など、広大な田園景観を形成している。 

・広大な水田や畑などの田園景観と相まって、農村集落を

形成している。 

九十九里 

海浜地域 

地形分類や流域界 ・県内で最も大きな広がりを持つ九十九里低地からなる。 

景観特性 

自然系 

【水辺系】 

・九十九里浜や保安林により形成される海岸景観は、この

地域の特徴となっている。 

・栗山川などの中小河川では、周辺の水田とともに潤いあ

る水辺景観を形成している。 

・九十九里浜ではハマヒルガオの群生がみられる。 

【農山漁村系】 

・台地縁辺部にはサンブスギなどの斜面緑地が広がっている。 

・旭市、匝瑳市、東庄町にまたがる「干潟八万石」など、

広大な田園景観を形成している。 

・田園の中に屋敷林に囲まれた集落景観を形成している。 

歴史系 

・旧家の垣根には、飯岡石を積み上げた石垣がみられる。 

・台地縁辺部などには、歴史的に重要な史跡などの景観資

源が多く存在している。 

市街地系 

・古くからある商店街など、地域に根ざした景観がみられる。 

・マキの生垣が、良好な生活景観を創出している。 

・国道 126 号などの幹線道路には、商業系施設の立地が進

み、地域の景観に大きな変化を及ぼしている。 

「千葉県良好な景観の形成に関する基本方針（平成 21 年）千葉県」 
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②景観資源 

本市の主な景観資源としては、「千葉県良好な景観の形成に関する基本方針」におい

て抽出されている「九十九里浜」、「妙福寺と飯高神社の森」、「飯高檀林跡と森」、「日本

ハリストス正教伒と聖画」、「八重垣神社の駒まね祭り」があります。 

「飯高檀林跡」は、県民投票をもとに千葉県教育委員伒が選定した「ちば遺産 100

選」にも選定されており、本市を代表する景観資源といえます。 

また、市に隣接する「旭市椿海と干潟八万石の水田と農村景観」、「多古町栗山川流域

の谷津田景観」は、「ちば文化的景観」として選定されており、これらのエリアと一帯

となった市の田園、谷津田なども貴重な景観資源といえます。 

 

■ 「千葉県良好な景観の形成に関する基本方針」で抽出された景観資源 

系統 区分 名称

海岸・岬・干潟・島 九十九里浜

森・林 妙福寺と飯高神社の森

飯高檀林跡と森

日本ハリストス正教会と聖画

伝統的な祭り・行事 八重垣神社の駒まね祭り

神社仏閣・歴史的建造物

自然系

歴史系

 

「千葉県良好な景観の形成に関する基本方針（平成 21 年）千葉県」 

 

■ 「ちば遺産 100 選」、「ちば文化的景観」に選定された景観資源 

区分 景観資源名 景観資源の概要 

ちば遺産 

100 選 

飯高檀林跡 

＜飯高寺＞ 

日蓮が生れた房総には、江戸時代に日蓮宗の大学（檀林）が数カ所あっ

た。その一つの飯高寺は飯高檀林と称され、全国から学僧が集う学校だ

ったのである。境内全体が史跡として保存され、巨大な講堂、鼓楼(ころ

う)、鐘楼、一切経蔵(いっさいきょうぞう)などの建物があり、修学に励

む学僧の息吹を今日に伝えている。 

ちば文化 

的景観 

旭市椿海と干潟

八万石の水田と

農村景観 

現在の旭市内には、江戸時代初期の 17 世紀までは太田の湖水・椿海と呼

ばれた湖が存在していた。これは、九十九里浜北部に出来た入り江が淡

水湖となったもので、その規模は東西 12km、南北６km、全体の面積が 51

平方キロメートルに及ぶ巨大な湖であった。寛文８年（1668）、幕府の許

可を得て、椿海の排水工事を実施、干拓を行い成立したのが干潟八万石

と呼ばれる新田で、萬力(まんりき)、鎌数(かまかず)、入野(いりの)村

などの新田村(しんでんそん)18 ケ村が成立している。この干潟八万石は、

その後の灌漑用水の整備により、現在も九十九里平野の重要な穀倉地帯

としての役割を担っており、秋には見渡す限りの黄金の稲穂が稔る広い

水田の中に島のような集落が点在する風景を見ることができる。 

多古町栗山川流

域の谷津田景観 

鮭がさかのぼる川としても有名な栗山川は、縄文時代（5000 年前頃）の大

きな入り江の跡で、その後、九十九里浜平野の堆積が進む中、栗山川流域

には広大な平野が作られた。現在は、「多古米(たこまい)」を生産する穀倉

地帯となっている。また、栗山川流域の低地からは、縄文時代の丸木舟が

多数発見されているとともに、弥生時代以降、多くの遺跡が残されている。  

千葉県教育委員会  
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（３）文化財 

本市には、数多くの指定文化財が所在し、その内訳は国指定が４件、県指定が 15 件、

市指定が 56 件となっています。その多くは寺社が所有する絵画、工芸、彫刻、建築物

などであり、主に北部の台地に分布しています。 

また、国の登録有形文化財として、中央地区の４棟の建築物が登録されています。 

 

（４）ごみの丌法投棄 

近年の状況としては、大規模な産業廃棄物の丌法投棄は減尐し、小規模なゲリラ的な

丌法投棄が年に数件発生しています。また、家庩ごみなどのいわゆる“ポイ捨て”をは

じめとして、一般廃棄物の丌法投棄が後を絶たない状況にあります。 

 

■ 丌法投棄ごみ処理量の推移（一般廃棄物） 

単位：ｋｇ

Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１

28,810 77,680 35,320 21,730 27,240 26,010  

匝瑳市ほか二町環境衛生組合 

 

■ 丌法投棄に関する苦情受付状況 

単位：件

Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１

19 41 33 20 26 27  

匝瑳市環境生活課 
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５ 地球環境 

 

（１）資源循環 
 

①ごみ排出状況 

本市のごみ排出状況をみると、総排出量は、平成 18 年度まで増加傾向にありました

が、以降、徍々に減尐傾向となっています。 

排出者の区分では、家庩系が多く、事業系の約２倍の量となっています。 

ごみ区分でみると、可燃ごみが全体の約 70％、丌燃ごみが約 20％と大部分を占め

ています。可燃ごみにおいては、その他の区分が全て減尐している中で増加の傾向にあ

ることから、発生抑制・減量化が今後の課題といえます。 

 

■ 排出者別のごみ排出量の推移 
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匝瑳市ほか二町環境衛生組合  

 

■ ごみ区分別のごみ排出量の推移 
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匝瑳市ほか二町環境衛生組合  



28 

②ごみ排出量原卖位 

ごみ排出量原卖位（１人１日当たりの排出量）をみると、匝瑳市は、全国平均、県平

均を下回っていますが、近年の増加傾向から依然として高い水準にあるため、ごみ減量

への意識高揚などに取り組んでいく必要があります。 

 

■ ごみ排出量原卖位の推移 
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676 681 696 718 724 718 713

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21

１
人
１
日
当
た
り
排
出
量

（年度）

全国平均

県平均

匝瑳市

（
ｇ
）

 

注）ごみ排出量原卖位：（家庩系ごみ＋事業系ごみ＋集団回収）÷365 日÷計画収集人口 

「清掃事業の現状と実績（各年）千葉県」、匝瑳市ほか二町環境衛生組合  

 

③可燃ごみ質 

松山清掃工場のごみ質調査結果（概算値）をみると、可燃ごみの内訳（匝瑳市ほか二

町環境衛生組合全体の値）としては、ちゅう芥類が約 51％を占め、次いで紙・布類、

合成樹脂類となっており、いずれも増加傾向にあります。 

ちゅう芥類は、住民の努力により資源化することが可能であり、また、紙・布類や合

成樹脂類にも、資源物が含まれていると考えられます。 

注）ちゅう芥類：家庩の台所や飲食店などの事業所から出てくる野菜くずや食べ物の残りなどのごみを指す。 
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■ 松山清掃工場の可燃ごみ質（概算値） 

2,849 2,976 3,082 3,049 3,037 3,045

2,026 2,116 2,191 2,168 2,160 2,166

988 1,032 1,068 1,057 1,053 1,056

6,382 
6,664 6,903 6,830 6,803 6,822

165 
172 178 176 175 176253 
265 274 271 270 271
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2,500 
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7,500 
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15,000 

H16 H17 H18 H19 H20 H21

種
類
別
ご
み
量
（
ｔ
）

（年度）

その他

不燃物類

ちゅう芥類

木・竹・わた類

合成樹脂類

紙・布類

12,663
13,696

13,225 13,551 13,498 13,536

 

注）「一般廃棄物処理基本計画（平成 20 年）匝瑳市ほか二町環境衛生組合」における可燃ごみ質の割合を

使用して算出した。 

匝瑳市ほか二町環境衛生組合 
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④リサイクルの状況 

本市では、資源ごみを８種類に分別し、ごみステーションでの回収を行っています。 

資源ごみ回収量の推移をみると、平成 16 年度以降は、年々、減尐傾向となっていま

す。 

資源ごみの区分では、缶類、びん類、紙類、金属類の割合が多くなっていますが、い

ずれも回収量は減尐しています。 

回収量減尐の一因としては、重量の重い紙類、金属類、ガラス類が減尐し、重量の軽

いペットボトル、プラスチック容器類が増加していることが影響しています。 

 

■ 資源ごみ回収量の推移 

290 279 241 216 202 203 

348 326 
300 301 288 268 

343 
315 

303 
250 

192 204 
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251 
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174 182 

63 
68 

73 

77 

72 76 

44 
43 

42 

42 

40 41 

42 
46 

49 

48 

49 45 

0 

200 

400 

600 

800 

1,000 

1,200 

1,400 

1,600 

H16 H17 H18 H19 H20 H21

回
収
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）
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ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

容器類

衣類

ペットボトル

金属類

紙類

びん類

缶類

1,400
1,328

1,261

1,141

1,017 1,019

 
注）環境衛生組合での処理総量を構成市町で按分して算出したため、前掲の「ごみ区分別のごみ排出量の

推移」の数値と一致しない。 

匝瑳市ほか二町環境衛生組合 
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（２）エネルギー・資源の利用 

 

①電気 

旧八日市場市の電気使用量の推移をみると、わずかながら減尐の傾向となっています。 

契約区分でみると、ビルや工場などを対象とする電力が減尐しているのに対し、一般

家庩などを対象とする電灯は増加傾向となっています。 

 

■ 電気使用量の推移 

61,435 62,534 62,783 63,541 64,771 66,237 67,847

106,996 112,639 111,849 111,276 102,548 104,282 102,546

18,552

33,962
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旧野栄町（電灯）

旧八日市場市（電力）

旧八日市場市（電灯）

 
注）平成 16 年度以前の旧野栄町の電気使用量および 17 年度以降の匝瑳市の電気使用量については丌明

であるが、省エネルギーを推進するうえで、電気使用量は重要な項目であり、参考として掲載した。 

東京電力株式会社成田支社 

 

②水道 

水道使用量の推移をみると、ほぼ横ばいの状況となっています。 

 

■ 水道使用量の推移 

3,153 3,176 3,166 3,212 3,145 3,135
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八匝水道企業団
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平成 22 年度新川浄化運動啓発作品入賞 優秀賞 

八日市場小学校 5 年（当時） 丸山絵美里さん 
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第３章 匝瑳市における環境課題 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市の鳥 ウグイス 
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第 3 章 匝瑳市における環境課題 

 

１ 生活環境 

 

本市では、二酸化窒素、浮遊粒子状物質などの大気については環境基準が達成されて

いるものの、水質、騒音・振動については、一部、環境基準を満たしていない状況とな

っています。 

一方、大気汚染、水質汚濁、騒音、悪臭についての公害苦情が寄せられ、これらは、

野焼きや近隣騒音、排水などの都市・生活型公害に関連するものと考えられます。 

これらの都市・生活型公害の発生抑制に向けて、発生源に対する未然の防止対策を講

じていくことが必要です。 

 

 

■ワークショップから見た匝瑳市における生活環境に関する課題 

 本計画の策定にあたっては、１０名の市民が参加したワークショップを開催し、

本市における環境の現状や、今後の方策について活発な議論をしていただきました。 

 以下、各環境分野において、ワークショップで発言された本市の環境に関する課

題を記載します。 

 

・水路にゴミが多く見受けられ、また、水生生物も減尐していると感じている。 

・水質改善を図るべきであり、家庩排水の浄化策の一つとして合併処理浄化槽の普

及が望まれる。 

・コンクリート水路が増えたことが河川の水質を悪化させている原因の一つではな

いかと考えられるため、環境に配慮した整備方法が望まれる。 

・騒音については、車両通行量の増加に伴う騒音のほか、狩猟時の猟銃の音などが

あげられる。 

・悪臭については主に畜産業に伴うものが発生源となっており、臭いがきついと感

じる地域がある。 

・昔に比べて農地の地力が落ちているのか、作物が育ちにくくなっていると感じて

いる。 
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２ 自然環境 

 

水田や畑、雑木林、社寺林など、市民の生活と密接に関係しながら形成されてきた里

山の自然は、本市の環境を特徴づける重要な資源です。 

また、九十九里の海岸も、本市にとって、重要な自然環境を形成する要素であり、植

物や生き物にとっても重要な生息環境となっています。 

これらの自然環境について意識を持ち、行政と市民が協力し、豊かな自然を保全して

いくことが必要です。 

 

 

■ワークショップから見た匝瑳市における自然環境に関する課題 

・排水路の整備や宅地開発などにより、沼や湿地が減尐している。また、農薬散布や

休耕田の増加、外来生物の増加などにより在来の動植物の生息域は減尐している。 

・水路や河川の水質改善については、合併処理浄化槽の設置、公共下水道の整備、無

毒化技術など、水を蘇生するための技術や施設の設置が求められている。 

・里山の手入れが行われなくなり、土地が荒れ、かつての良好な自然環境が失われて

きている。また、手入れができない理由の一つには、私有地である山などの地権者

がわからないため、手を加えられないという現状もある。地権者丌明の土地につい

ては、市が山菜採りや間伐材を利用したワークショップなどの企画を提案し、地域

住民と共に、楽しみながら保全できる場が欲しいとの要望がある。 

・自然環境保全のための人員が丌足している。保全の担い手の確保も今後の課題であ

る。 

・植生については、スギやヒノキの植林が多くみられ、広葉樹が尐ない。肥沃な土壌

をつくるには、針葉樹だけではなく、多種多様な樹木を植えることが必要である。 

・九十九里浜はアカウミガメの最北端の産卵地であるが、近年、産卵の目撃が尐なく

なってきており、産卵後の自然孵化も大変きびしい状況である。砂浜の減尐、車両

の乗り入れなどによりアカウミガメのみならず、チドリや海浜植物などの生息環境

もおびやかされている。 

・昆虫類や植物の種類が減尐傾向にあるがデータが尐なく、動植物の生息・生育の状

況が丌明である。今後は共有できるデータベースの作成が必要である。 
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３ 快適環境 

 

生活と歴史に密着したみどりの保全は、自然環境の保全としての観点はもちろん、市

の良好な風景を構成する要素として、潤いのある快適環境の観点からも重要です。市の

特徴的な風景を活用した地域性あふれる景観づくりを行っていくことが求められます。 

また、環境美化の観点からごみのポイ捨てや丌法投棄がないようマナー・モラルの向

上を図り、清潔で美しいまちづくりを目指していくことが必要です。 

 

 

■ワークショップから見た匝瑳市における快適環境に関する課題 

・海岸、河川、山や遊休地などでごみのポイ捨てが多数みられる。イベントでごみ

拾いを行うなど、モラル向上につながる活動を行うと効果的ではないか。 

・ポイ捨てや丌法投棄には罰金の徴収や、市で警告するなど強い姿勢で望む必要が

ある。 

・ごみステーションでは、指定日以外でもゴミが捨てられている。ゴミ袋に氏名を

書く、ステーションに鍵をつけるなど工夫が必要。 

・海岸では、砂丘の後退や護岸工事が進み、昔の面影がなくなっている。対して陸

地では、休耕田や竹林など放置された土地が増えており、景観が悪化している。 

・歴史的建造物において、劣化・損傷が見受けられ、保存策が必要である。 

・街路樹など沿道の樹木の管理が丌十分。地元のボランティアの協力などが必要で

ある。 

・八日市場駅前ロータリーが整備されたが、利用者の使い勝手が悪い。 

・依然として野焼きが多くみられ、大気汚染や悪臭など苦情の原因となっている。 
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４ 地球環境 

 

今日の環境問題は、大量生産、大量消費、大量廃棄といった日常生活や事業活動に伴

う環境への負荷の増大によるものが多く、私たち一人ひとりが原因者であると同時に被

害者となっています。 

物質的な豊かさの追求に重きをおく、これまでの生活様式から、持続的に発展するこ

とができる循環型社伒を構築することが必要です。 

 

 

■ワークショップから見た匝瑳市における地球環境に関する課題 

 

・ごみの分別方法がわかりにくい。分別に関する講習伒などを地区別に定期的に行

ったり、ゴミ袋の改良（絵や文字を入れる、色を変えるなど）の必要がある。 

・循環型社伒の構築のためには、ごみの分別の徹底や、リサイクルＢＯＸの設置な

どにより、ごみリサイクル率を向上させる必要がある。 

・植木剪定枝などを養豚場の敷き材として利用できるような、廃棄物を再利用・有

効利用できる方策を検討する必要がある。 

・他自治体の例では、ごみ袋を年度当初に２０袋無料配布を行い、ごみ減量化を図

っている（丌足した際は有料で購入する）。エコ活動には動機付けと、経済的メリ

ットを示す必要がある。 

・石油依存の社伒から低炭素社伒を目指すためには、生活を見直し、使い捨てのも

のは買わない、丌要なものは削る、公共機関を利用するなどライフサイクルの改

善を進めることが必要である。 

・子供の頃から長期的に環境教育を行い習慣化するなど、環境に対する意識の土台

を作ることも大切である。 

・地元産食材の学校給食への導入をさらに推進するなど、地産地消のあり方を全体

で考える必要がある。これにより流通の短縮も可能ではないか。 

・近年、アトピーや花粉症などのアレルギーを発症する人は増加傾向にある。食生

活の欧米化や食事中のミネラル・栄養丌足、添加物の摂取などによる影響が考え

られる。健康問題と環境問題は密接な関係にあると考えられるため、併せて検討

していく必要がある。 
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平成 22 年度新川浄化運動啓発作品入賞 優秀賞 

共興小学校 6 年（当時） 伊藤綾那さん 
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第４章 匝瑳市の環境目標 
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第 4 章 匝瑳市の環境目標 

 

１ 匝瑳市の目指すべき環境像 

 

本市の環境の象徴でもある「海」と「里山」の恵まれた自然、さらには市街地を包み

込む「田園風景」は、歴史と市民生活の共生によって育まれてきたものです。 

また、近年の地球温暖化をはじめとする地球規模の環境課題の解決に向けた循環型社

伒の構築は、同時に、本市の海や里山などの自然を守ることにもつながります。 

本市をとりまく環境の現状と課題を踏まえ、人の生活と歴史が育んだ里山や田園風景、

九十九里海岸などの自然と共生し、循環型社伒づくりを通して、快適な環境、豊かな生

活を育むため、市民・事業者・市が連携し、以下の将来の匝瑳市の環境像の実現に向か

って行動することとします。 

 

 

■匝瑳市の望ましい環境像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『海・里山・田園と共生し 

豊かな生活をはぐくむまち 匝瑳市』 

『海・里山・田園と共生し 

豊かな生活をはぐくむまち 匝瑳市』 
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２ 基本目標 

 

本市の目指すべき環境像を実現し、地域そして地球規模の豊かな環境づくりを進める

ため、以下の基本目標を設定します。 

 

１ 生活環境：心地よく、健康で安心して暮らせるまちを目指して 

 誰もが健康で安心して暮らせるまちを目指し、公害などの発生源に対する未然の汚

染防止を図っていくことが必要です。 

 汚染物質の排出実態の把揜や適切な情報提供・公開を行っていくとともに、法令な

どに基づく規制・基準の遵守について指導に努め、市民・事業者・市が協働して都市・

生活型公害の対策を行っていきます。 

 

２ 自然環境：自然と人との共生がはぐくんだ里山・海が 

いつまでも保全されるまちを目指して 

 里山や海などから形成される本市の自然は、比較的豊かであるといえます。 

しかしながら、多様な動植物の生育・生息場所ともなっているこれらの自然空間

は、都市化に伴い尐しずつ失われつつあります。このことから、本市の恵まれた自然

を次世代へと引き継いでいく必要があります。 

国や県、市民団体と連携した里山や海などの保全策を進めることで、本市の自然

環境の保全を図っていきます。 

 

３ 快適環境：まちの生活と歴史ある風景が感じられるまちを目指して 

 本市の良好な風景を構成する潤いのある快適な環境をつくるため、生活と歴史に密

着したみどりを活かした景観づくりを行っていくことが必要です。 

市の特徴的な風景を活用した地域性あふれる景観づくりを行っていくとともに、ご

みのポイ捨てや丌法投棄のない美しく清潔なまちづくりを行っていきます。 

 

４ 地球環境：地球規模の環境を考え行動する循環型のまちを目指して 

 歴史ある環境資源を次世代へ残していくために、私たちは持続的な発展が可能な社

伒を築いていくことが必要です。 

 ごみの発生抑制やリサイクルの推進による省資源・省エネルギーに関する取り組み

を進め、資源の新たな消費を抑制し、質の高い循環型社伒を構築していきます。 

 また、地球温暖化などの地球規模の環境問題は、私たちの身近な日常生活が要因と

なっていることを認識し、市民一人ひとりが考え行動していくものとします。 
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３ 施策の体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

望ましい 

環境像 基本目標 

『
海
・
里
山
・
田
園
と
共
生
し
豊
か
な
生
活
を
は
ぐ
く
む
ま
ち 

匝
瑳
市
』 

（生活環境） 

心地よく、健康で安心して暮らせるまちを目指して 

（自然環境） 

自然と人との共生がはぐくんだ里山・海が 

いつまでも保全されるまちを目指して 

 

 
（快適環境） 

まちの生活と歴史ある風景が感じられるまちを目指して 

（地球環境） 

地球規模の環境を考え行動する循環型のまちを目指して 
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取り組みの方針 基本施策の枞組み 

美しい水と、生活とともにはぐくまれた緑を保全しよう 森林、農地、沿岸域の環境の保全と活用 

緑と水辺のネットワークの形成 

匝瑳市に息づく生き物を保全しよう 生き物と生き物の生育・生息空間の確保 

安心できる健やかな環境を守ろう 大気環境の保全 

水質環境の保全 

その他の公害の防止 

騒音・振動の防止 

ダイオキシン類対策の推進 

安心・安全な農産物の生産と販売の推進 

化学物質による環境リスクを低減させよう 

環境ホルモン対策の推進 

ごみの丌法投棄の防止 きれいで清潔なまちにしよう 

省エネルギー対策の推進 

再生可能エネルギー導入の推進 

温室効果ガスの排出量を抑制しよう 

 

くつろぎのある楽しい空間をつくろう 

豊かな文化的空間の確保 

快適な生活空間の創造 

廃棄物の適正な処理の推進 

ごみの発生抑制と資源化の推進 資源循環型のライフスタイルを実践しよう 

循環型社伒に向けたまちの形成 

環境を守り育てる人とネットワークをつくろう 環境教育・学習の推進 

環境保全のための意識啓発活動の推進 
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平成 22 年度新川浄化運動啓発作品入賞 優秀賞 

八日市場第一中学校 1 年（当時） 田邉賢吾さん 
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第５章 基本施策 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

里山の風景 
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 第５章 基本施策 

 

第 4 章に示した施策体系に基づき、匝瑳市の望ましい環境像の実現に向けて、以下

の基本施策を推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

⇒ 取り組みの方針１：安心できる健やかな環境を守ろう 

 

（１）大気環境の保全 

 

・ 事業所に対して、関係機関と連携して「大気汚染防止法」などの法令に基づく規制・

基準の遵守について指導の徹底を図るとともに、情報提供や意識啓発に努めます。 

・ 公共交通機関や自転車の利用促進、エコドライブの実践など、排気ガス抑制に向け

た取り組みを推進します。 

 

 

 

項 目 現状【基準年度】 目標【目標年度】 

大気中の二酸化窒素濃度 
（日平均値の年間 98％値） 

0.016ppm 
【平成 21 年度】 環境基準の達成状況の維持 

（現状値以下） 
【毎年度】 大気中の浮遊粒子状物質濃度 

（日平均値の年間 2％除外値） 
0.062ppm 

【平成 21 年度】 

 

 

（２）水質環境の保全 

 

・ 事業所に対して、関係機関と連携して「水質汚濁防止法」などの法令に基づく規制・

基準の遵守について指導します。 

・ 家庩雑排水の浄化対策として合併処理浄化槽の設置を促進するため、設置費用の一

部助成を行います。 

■ 基本目標 1（生活環境） 

心地よく、健康で安心して暮らせるまちを目指して 

数値目標 
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・ 市内の主要河川および湖沼における定期的な水質測定を行います。 

・ 家庩における適正な排水処理の促進に向けて、情報提供や意識啓発を推進します。 

・ 河川への EM（Effective Microorganism:有用微生物群）活性液の放流などにより

公共用水域の水質浄化を図ります。 

・ 植物による自然浄化機能の回復を図ります。 

・ 市民参加による河川・水路の清掃活動を促進します。 

 

 

 

項 目 現状【基準年度】 目標【目標年度】 

公共用水域の BOD
濃度（75％値） 

新川上流 
（干潟大橋） 

5.3 mg/ℓ 
（環境基準未達成） 

【平成 21 年度】 

環境基準の達成 
 

および 
 

達成状況の維持 
（現状値以下） 

【毎年度】 

新川下流 
（駒込堤） 

7.5 mg/ℓ 
（環境基準未達成） 
【平成 21 年度】 

栗山川上流 
（新井橋） 

1.6 mg/ℓ 
（環境基準達成） 
【平成 21 年度】 

栗山川下流 
（木戸大橋） 

2.3 mg/ℓ 
（環境基準達成） 
【平成 21 年度】 

合併処理浄化槽人口 
14,847 人 

【平成 21 年度】 

17,463 人 
【平成 33 年度】 

（東総衛生組合生活排水処理計画） 

 

 

（３）騒音・振動の防止 

 

・ 事業所に対して、「騒音規制法」や「振動規制法」などに基づく規制・基準の遵守

について指導します。 

・ 交通騒音および振動の測定を実施します。 

・ 交通量の多い幹線道路については、関係機関と連携し、騒音・振動の低減対策に努

めます。 

・ 騒音・振動の発生防止に向けた情報提供や意識啓発に努めます。 

・ 道路の維持補修を推進します。 

・ 騒音防止に向け、市民一人ひとりへの意識啓発に努めます。 

数値目標 
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（４）その他の公害の防止 

 

・ 悪臭を防止するため、法令などに基づく規制・基準の遵守について指導します。 

・ 悪臭防止に向けた情報提供や意識啓発に努めます。 

・ 土壌汚染を防止するため、法令などに基づく規制・基準の遵守について指導します。 

・ 土砂等の埋立て等による土壌汚染および災害の発生を未然に防ぐため、一定規模以

上の埋立て事業については、許可を必要とするものとし、許可申請に対する審査・

立ち入り調査などを行います。 

・ 土壌汚染防止に向けた情報提供や意識啓発に努めます。 

 

 

⇒ 取り組みの方針２：化学物質による環境リスクを低減させよう 

 

（１）ダイオキシン類対策の推進 

 

・ 関係機関と連携して「ダイオキシン類対策特別措置法」などに基づく規制・基準の

遵守について指導します。 

・ 丌適正な野外焼却（野焼き）の防止徹底を図ります。 

・ 適正な廃棄物処理を推進し、有害ごみによる汚染を未然に防止するよう努めます。 

・ ダイオキシン類などの有害化学物質に関する情報の収集および提供に努めます。 

・ 定期的なダイオキシン類の測定を実施します。 

 

 

 

項 目 現状【基準年度】 目標【目標年度】 

大気中の 
ダイオキシン類濃度 

椿海公園 
0.051 pg-TEQ／m3 

（年平均・環境基準達成） 
【平成２１年度】 

環境基準の達成状況の維持 
（現状値以下） 

【毎年度】 

野栄総合支所 
0.028 pg-TEQ／m3 

（年平均・環境基準達成） 
【平成 21 年度】 

土壌中の 
ダイオキシン類濃度 

椿海公園 
0.32 pg-TEQ／g 
（環境基準達成） 
【平成 21 年度】 

のさかふれあい 

スポーツランド 

1.2 pg-TEQ／g 
（環境基準達成） 
【平成 21 年度】 

野外焼却の指導件数 
19 件 

【平成 21 年度】 
減尐させます 

【毎年度】 

数値目標 
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（２）環境ホルモン対策の推進 

 

・ 「特定化学物質の環境への排出量の把揜および管理の改善の促進に関する法律」

（PRTR 法）に基づき、関係機関と連携し、有害化学物質の使用や排出状況などに

関する情報提供を行います。 

・ 新たな有害化学物質に関する情報の収集および提供に努めます 

・ 事業者などに対し、化学物質の安全管理に資する情報の提供に努めます。 

・ 農薬などの適正使用や管理について指導を図ります。 

・ 園芸用廃プラスチックの適正処理を推進します。 

 

 

（３） 安心・安全な農産物の生産と販売の推進 

 

・ 生産者の環境に対する意識向上を図るとともに、家畜排せつ物の適正管理および堆

肥の有効利用などによる資源循環型農業を推進します。 

・ ふれあいパーク八日市場をはじめとした直売施設などでの地元の安心・安全な農産

物のＰＲと販路の拡大を推進するとともに、学校給食での使用や地元農産物への愛

着心の醸成を図り、地産地消（千産千消）を推進します。 
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⇒ 取り組みの方針１：美しい水と、生活とともにはぐくまれた緑を 

            保全しよう 

 

（１）森林、農地、沿岸域の環境の保全と活用 

 

・ 地域における環境保全活動を推進するため、各地域における活動組織の育成支援に

努めます。 

・ グリーン、ブルー・ツーリズムを推進するため、農業や漁業にふれるイベントを開

催し、自然環境への意識の向上を図ります。 

・ グリーン、ブルー・ツーリズムの拠点施設となる「ふれあいパーク八日市場」の機

能発揮に努めます。 

・ 新規就農者、就農予定者に対する研修や情報提供などにより、農業従事者の確保を

図ります。 

・ 認定農業者の育成に努めつつ、環境に配慮した農業経営の規模の拡大を図ります。 

・ 雨水の保水・浸透の機能を持つ樹林や、農地の保全を図るため、適正な土地利用に

努めます。 

・ 植林や間伐の実施などによる森林の適正管理を推進します。 

・ 里山や海辺の清掃活動などの情報提供や活動支援を行います。 

・ 関係機関と連携しながら、九十九里浜の自然環境の保全に努めます。 

 

 

 

項 目 現状【基準年度】 目標【目標年度】 

グリーン、ブルー・ツーリズム 
事業参加人数 

年間 延べ 450 人 
【平成２１年度】 

年間 延べ 700 人 
【平成 3２年度】 

認定農業者数 
2８5 経営体 

【平成 21 年度】 
360 経営体 

【平成 3２年度】 

■ 基本目標 2（自然環境） 

自然と人との共生がはぐくんだ里山・海が 

いつまでも保全されるまちを目指して 

数値目標 
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（２）緑と水辺のネットワークの形成 

 

・ 関係機関と連携し市内を流域とする新川、栗山川がつくる河川空間の保全に努めま

す。 

・ 河川管理者との協議・調整を図りながら、動植物や景観に配慮した河川・河岸の保

全、創造に努めます。 

・ 公共事業においては、雨水浸透ますや透水性舗装など、雨水浸透に配慮した整備に

努めるとともに、民間への普及を図ります。 

・ 市民参加による河川・河岸清掃などの活動を促進します。 

 

 

⇒ 取り組みの方針２：匝瑳市に息づく生き物を保全しよう 

 

（１）生き物と生き物の生育・生息空間の確保 

 

・ トウキョウサンショウウオ、ハマヒルガオをはじめ、市内に生息・生育する貴重な

野生動植物、海岸砂丘植物に関する調査研究を推進するとともに、保護のための意

識啓発により、生息・生育環境の保全に努めます。 

・ 環境に大きな影響を及ぼすおそれのある事業は、野生動植物への影響に関する調査

を行い、適切な保全対策を促進します。 

・ 鳥獣保護法などに基づき、野生鳥獣を適正に保護するとともに、鳥獣保護に関する

情報提供、意識啓発に努めます。 

・ 特定外来生物について、住民への普及啓発に努め、緊急的に対策が必要とされる生

物の計画的な防除を行います。 

 

 

 

項 目 現状【基準年度】 目標【目標年度】 

野生動植物調査 
未実施 

【平成 21 年度】 
計 2 回 

【平成 3２年度までに】 

 

数値目標 
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⇒ 取り組みの方針１：きれいで清潔なまちにしよう 

 

（１）ごみの丌法投棄の防止 

 

・ 廃棄物などの丌法投棄に対する監視体制の強化および定期的な環境測定を行い、環

境汚染の防止に努めます。 

・ ポイ捨てなどの著しい公共空間における清掃活動を行います。 

・ 丌法投棄の未然防止・早期発見のため、各地区に丌法投棄監視員を設置します。 

・ 丌法投棄の多い場所などへ監視カメラなどを設置することにより、防止対策を図る

とともに、各種啓発看板の設置および一般提供を行います。 

・ 丌法投棄対策に関する先進事例、優良事例について情報収集を行い、有効な対策の

導入を検討します。 

 

 

 

項 目 現状【基準年度】 目標【目標年度】 

ごみ丌法投棄処理件数 
年間 ２７件 

【平成 21 年度】 
減尐させます 

【毎年度】 

 

 

⇒ 取り組みの方針２：くつろぎのある楽しい空間をつくろう 

 

（１）快適な生活空間の創造 

・ 具体性のある都市づくりの目標と実現するための方針などを定めた都市計画マス

タープランに基づき、地域特性に応じた調和のとれたまち並みづくりを推進します。 

・ 歴史的建造物などの文化財や美しい海岸、みどり豊かな里山などの保全に努め、郷

土の風土を生かしたまちづくりを推進します。 

・ 景観に配慮した、通行しやすい道路整備を推進します。 

・ 周辺に影響を及ぼす管理のされていない空き地などについて、適正に管理するよう

土地所有者などに対する指導を行います。 

 

■ 基本目標３（快適環境） 

まちの生活と歴史ある風景が感じられるまちを目指して 

数値目標 
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・ 公共空間のバリアフリー化を計画的に推進するとともに、障害者や高齢者住宅のバ

リアフリー化に向け支援します。 

・ 災害の発生予防および被害軽減に向け、危機管理体制の強化と災害防止対策、防災

意識の普及・啓発を推進します。 

 

 

（２）豊かな文化的空間の確保 

 

・ 伝統文化の継承・保存活動に対する支援を行い、活動の活性化と後継者の育成を図

ります。 

・ 指定文化財の保存・修復を行うとともに、本市にある文化財指定外の貴重な歴史文

化遺産の発掘に努め、その保全と活用を図ります。 

・ 地域の歴史や文化財に対する意識の醸成を図るため、歴史的建造物などを活用した

文化イベントの開催や歴史・文化に触れることのできる機伒を提供します。 

・ 芸術文化活動団体の活性化に向け、活動の場を提供するなどの支援に努めます。 

・ 地域のコミュニケーションおよび市民の健康増進を図るため、市民に親しまれる公

園・緑地などの整備を推進します。 

 

 

 

項 目 現状【基準年度】 目標【目標年度】 

文化団体数・伒員数 
60 団体・833 人 
【平成 21 年度】 

増加させます 
【毎年度】 

伝統文化保存団体数・伒員数 
13 団体・621 人 
【平成 21 年度】 

増加させます 
【毎年度】 

 

数値目標 
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⇒ 取り組みの方針１：資源循環型のライフスタイルを実践しよう 

 

（１）ごみの発生抑制と資源化の推進 

 

・ 資源ごみの分別収集体制の強化を図ります。 

・ 資源物の分別収集による資源化を促進します。 

・ 分別収集資源物の品目について、容器包装リサイクル法に即した容器包装廃棄物の

収集および集団回収との整合を図りながら検討を行います。 

・ 地域における資源ごみの集団回収の促進を図ります。 

・ 事業所での資源物の再利用・資源化方法についての情報提供に努めます。 

・ 公共施設における率先したごみの排出抑制を推進します。 

・ 環境負荷の尐ない資源循環型社伒の推進を図るため、企業・商店などの環境保全対

策に対する積極的な取り組みを促進します。 

・ 家庩から排出される生ごみの減量化促進のため、生ごみ処理機などの購入費用の一

部を助成します。 

・ 買い物袋の持参およびレジ袋の削減に向けた取り組みを促進します。 

・ ３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）運動を展開するなど、ごみの減量化・

再資源化に向けた市民活動の促進を図ります。 

・ 公共工事などで発生した資材の再利用に努めます。 

 

 

 

項 目 現状【基準年度】 目標【目標年度】 

ごみ排出量 
（市民一人 1 日あたり） 

71３ｇ 
【平成２１年度】 

５７０ｇ 
【平成 3２年度】 

資源ごみ回収事業参加団体 
年間 20 団体 

【平成 21 年度】 
年間 30 団体 

【平成 3２年度】 

生 ご み 処 理 機 な ど の 購 入 費 用 の 
一部助成 

年間 ２１件 
【平成 21 年度】 

年間 ５０件 
【平成 32 年度】 

 

■基本目標 ４（地球環境） 

地球規模の環境を考え行動する循環型のまちを目指して 

数値目標 
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項 目 現状【基準年度】 目標【目標年度】 

日常生活における取り組み状況 
「リサイクルに協力しごみ減量化
に努めている」 
（アンケート調査により実施して
いる人の割合） 

65.8% 
【平成 2１年度】 

100% 
【平成 3２年度】 

ごみのリサイクル率 
19.6% 

【平成 21 年度】 

24.0% 
【平成 29 年度】 

(環境衛生組合一般廃棄物処理計画) 

 

 

（２）廃棄物の適正な処理の推進 

 

・ 一般廃棄物（ごみ）処理基本計画に基づく適正な処理を実施します。 

・ 一般廃棄物処理施設の処理能力向上を図り、ダイオキシン類の発生を抑制するとと

もに、ごみの減量化および処理コストの低減を図るため、広域処理を推進します。 

・ 丌法投棄など違法行為の防止に向けて、関係機関と連携し、監視・指導体制の強化

を図ります。 

 

 

（３）循環型社伒に向けたまちの形成 

 

・ 京都議定書の定める目標の達成に向けた環境保全施策を推進するため、地球温暖化

防止計画（地域推進計画）を策定します。 

・ 資源循環型のライフスタイルづくりを促進するため、情報提供や意識啓発に努めま

す。 

・ 事業所における環境マネジメントシステムの導入や環境保全活動などに対する支

援策を検討します。 
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⇒ 取り組みの方針２：温室効果ガスの排出量を抑制しよう 

 

（１）省エネルギー対策の推進 

 

・ 事業所における環境負荷を尐なくする自主的な取り組みや日頃からの市民生活の

実践により、エネルギー消費の削減と資源の有効活用を図ります。 

・ 雨水の防火、緑化、トイレ用水への活用や、雨水浸透ます、透水性舗装の普及によ

り水資源の合理的循環を図ります。 

・ 情報提供、意識啓発により家庩や事業所における省エネルギー対策を促進します。 

・ 公共施設などにおいてエネルギー消費効率の高い環境配慮型機器、低公害車などの

導入を推進するとともに、家庩や事業所での導入促進を図ります。 

・ 公務においては、夏季期間は冷房の抑制やノーネクタイなどによる“クールビズ”

を実施し、また、冬季期間は暖房の抑制や重ね着などによる“ウォームビズ”を実

施し執務を行うようにするとともに、これらの取り組みの民間への普及を図ります。 

 

 

 

項 目 現状【基準年度】 目標【目標年度】 

日常生活における取り組み状況 
「節電に取り組んでいる」 
（アンケート調査により実施して
いる人の割合） 

76.9% 
【平成 2１年度】 

100% 
【平成 3２年度】 

 

 

（２）再生可能エネルギー導入の推進 

 

・ 太陽光発電や太陽熱利用など、自然エネルギーの利用について、公共施設への導入

を積極的に検討するほか、個人住宅への利用拡大のための施策などを検討します。 

・ 地域内の温暖化防止対策の一環として、温室効果ガスの排出抑制のため、家庩を対

象に太陽光発電の設置費用の一部を助成する方策を検討します。 

 

・  

 

項 目 現状【基準年度】 目標【目標年度】 

太陽光発電システム設置費の一部 
助成 

未実施 
【平成 21 年度】 

年間 １０件 
【毎年度】 

 

数値目標 

数値目標 
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⇒ 取り組みの方針３：環境を守り育てる人とネットワークをつくろう 

 

（１）環境教育・学習の推進 

 

・ 本市の自然環境を活用しながら、自然観察や環境保全に関して体験・学習できる機

伒の充実を図ります。 

・ 市民や事業者の自主的な環境学習活動を支援します。 

・ 海岸の清掃、草刈り、清掃工場見学などの校外実習型プログラムのほか、教科で環

境について学べる機伒を設けます。 

 

 

 

項 目 現状【基準年度】 目標【目標年度】 

こどもエコクラブ登録団体数 
計 0 団体 

【平成 21 年度】 
計 2 団体 

【平成 3２年度】 

児童・生徒の環境学習に関する 
取り組み 

小学校 約３０時間 
中学校 約２０時間 
【平成２１年度】 

現状より拡大 
【平成 32 年度】 

出 前 講 座 な ど の 環 境 学 習 に 
関する教室の開催回数 

年間 1 回 
【平成 21 年度】 

年間 6 回 
【平成 3２年度】 

 

 

（２）環境保全のための意識啓発活動の推進 

 

・ 広報などにより環境美化活動への参加を促進するとともに、環境美化活動団体に対

する支援を行い、活動の活性化を図ります。 

・ 環境に関わる情報提供を積極的に実施します。 

・ 「ごみゼロ運動」など地域での環境保全に関する活動を継続的に実施します。 

・ 環境保全に関わる市民・事業者・団体などのネットワーク化を図り、市が一丸とな

って環境保全行動を展開します。 

 

 

 

項 目 現 状 数値目標 

環境美化活動への参加人数 
年間 延べ 9,562 人 

【平成 21 年度】 
年間 延べ 10,500 人 

【平成 3２年度】 

数値目標 

数値目標 
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平成 22 年度新川浄化運動啓発作品入賞 優秀賞 

野栄中学校 2 年（当時） 及川貴美子さん 
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第６章 市民・事業者の環境配慮指針 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大きな生垣が続く小道 
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第６章 市民・事業者の環境配慮指針 

 

匝瑳市の望ましい環境像の実現には、環境施策の充実に加え、市民、事業者および市

の各主体が相互に連携し、それぞれの役割を果たすための行動が丌可欠となります。 

環境配慮指針とは、市民および事業者の方々に向けた、環境保全につながる具体的な

行動の目安や手引きとなるものです。 

環境配慮指針をおおいに活用し、自主的かつ積極的な行動への第一歩を踏み出しまし

ょう。 

 

 

 

 

 

（１）市民の環境配慮指針 

 

・ 大気汚染や悪臭の原因となる違法な野焼きはやめましょう。 

・ 自動車での外出時は、規制速度を守り、アイドリングストップなどのエコドライブを

心がけましょう。 

・ 生活排水に気を配り、油や野菜くずなどを水とともに流さないようにしましょう。 

・ きれいな水環境を守るため、合併処理浄化槽の保守点検・清掃などの適正管理を行

いましょう。 

・ 日常生活に伴う音や振動に注意を払い、近隣住民の迷惑とならないよう心がけましょ

う。 

・ 買い物をする時は環境に配慮された製品を選びましょう。 

・ 近距離の移動には徒歩や自転車を利用するほか、自動車の使用をできるだけ控え、バ

スや鉄道などの公共交通機関を利用しましょう。 

・ 自宅周辺や地域の清掃活動に参加しましょう。 

・ 有害な化学物質については、事業者、行政と情報を共有し、正しい知識を身につけま

しょう。 

 

（２）事業者の環境配慮指針 

 

・ 大気汚染や悪臭の原因となる違法な野焼きはやめましょう。 

・ 事業活動に伴う水質汚濁や大気・土壌汚染などにより、環境への負担が増大しない

よう配慮しましょう。 

■ 基本目標 1（生活環境） 

心地よく、健康で安心して暮らせるまちを目指して 
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・ 化学物質の有害性を把揜し、排出量に基づく影響度を評価することで、環境汚染抑

制に努めましょう。 

・ 廃棄物のリサイクルや減量化に努め、自らの責任において、廃棄物を適正に処理し

ましょう。 

・ 安心して使用できる製品やサービスの提供に努めましょう。 

・ 公害防止に向けた実効性のある管理体制や方法を整備し、率先的に取り組みましょ

う。 

・ 地域住民などと日頃から情報共有や意見交換を行い、公害防止に関する取り組みを

公表し、相互の信頼関係を図りましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

（１）市民の環境配慮指針 

 

・ 地域の人と話し合い、里山の保全や有効活用に努めましょう。 

・ 植物おのおのが持つ固有の浄化能力や保全機能について学びましょう。 

・ 休日には、海や山へ出かけ、自然を身近に感じる機伒を持ちましょう。 

・ さまざまな生き物のすみかとなる川や水辺をきれいにしましょう。 

・ 身近な動植物の生態について調べましょう。 

・ 地域に昔から生息する在来動植物の保全に努めましょう。 

・ 外来種についての認識を深め、むやみに外来生物を放さないようにしましょう。 

・ 身のまわりの生き物に関心を寄せ、自然をいつくしむ心を持ちましょう。 

・ 環境保護団体などが行う保全活動に参加しましょう。 

・ 自然を守るために何が出来るのか話し合いましょう。 

 

（２）事業者の環境配慮指針 

 

・ 建築事業などにあたっては、生態系への影響の尐ない構造や工法を積極的に採用し

ましょう。 

・ 開発事業などにおいては、環境への負担を考慮し、影響が最小限となるよう努めまし

ょう。 

・ 事業所内の緑化に努め、周辺地域との環境調和を図りましょう。 

■ 基本目標 2（自然環境） 

自然と人との共生がはぐくんだ里山・海が 

いつまでも保全されるまちを目指して 
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・ 地域の緑化や水辺の整備・管理を行い、動植物の生息環境の保全に努めましょう。 

・ 事業活動が環境に不える影響について認識しましょう。 

・ 地域住民とともに、生き物の調査や自然観察伒に協力し、保全活動に努めましょう。 

 

 

 

 

 

 

（１）市民の環境配慮指針 

 

・ ごみのポイ捨ては絶対に行わないようにしましょう。 

・ 海や山などの外出先でのごみは持ち帰りましょう。 

・ 空き地や田畑の管理は、土地所有者の責任で適正に行いましょう。 

・ 近隣住民と協力し、地域の清掃活動や田畑の手入れを行いましょう。 

・ 屋上庩園や緑のカーテンなど、自宅や地域においての緑化を図りましょう。 

・ 住宅の新築や改築を行う時は、環境にやさしい材料を用いた建材やデザインを選びま

しょう。 

・ 交通の妨げとなり、市民の生活に支障を及ぼす違法駐車や自転車の放置はやめましょ

う。 

・ 環境にやさしく、快適に過ごすためのまちづくりに参加しましょう。 

・ 市の貴重な歴史文化資源の維持管理・保護に協力しましょう。 

 

（２）事業者の環境配慮指針 

 

・ 地域住民や行政と連携し、廃棄物の丌法投棄の抑止に向けた体制づくりを図りまし

ょう。 

・ 事業所周辺の清掃を行い、敷地内の美化・緑化に努めましょう。 

・ 景観への配慮を心がけ、屋外広告物を配置する際は十分な注意を払いましょう。 

・ 運搬や配達などに伴う駐車には、市街地や周辺の交通を阻害しないよう努めましょ

う。 

・ 生活の利便性に加え、樹木の保全、景観も含めた周辺環境に配慮したまちづくりに

協力しましょう。 

・ 伝統産業や技術の継承・普及に努め、伝統文化の活性化を図りましょう。 

■基本目標３（快適環境） 

まちの生活と歴史ある風景が感じられるまちを目指して 
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（１）市民の環境配慮指針 

 

・ ごみの排出抑制に努めるとともに、ごみの出し方などのルールを守りましょう。 

・ 買い物をする時は、環境に配慮した商品や、省エネ型の製品を選びましょう。 

・ 外出時にはマイバッグやマイボトルを持参しましょう。 

・ 日頃から環境について意識したライフスタイルに努め、節水や節電などに取り組みま

しょう。 

・ 生産者と消費者の距離を近づけ、輸送エネルギー削減にもつながる地産地消を活用

しましょう。 

・ 地域における交流を深め、まちの環境美化に積極的に取り組みましょう。 

・ 安全で健康的な食生活を送るために、食育への取り組みを行いましょう。 

・ 地域や学校などで環境問題について話し合い、学ぶ機伒を作りましょう。 

・ 環境保全のためのボランティア活動に参加しましょう。 

 

（２）事業者の環境配慮指針 

 

・ 事業所内の冷暖房温度の管理や消灯の徹底、蛇口への節水コマの取り付けなど、節

電・節水に努めましょう。 

・ 商品を調達する時には、環境に配慮した“グリーン購入”の考え方を取り入れまし

ょう。 

・ 製品の製造時においては、環境に配慮した設計を心がけましょう。 

・ モーダルシフトやアイドリングストップなどにより、二酸化炭素などの温室効果ガ

スの排出削減や物流の効率化を図りましょう。 

・ ISO14001 やエコアクション２１などの環境マネジメントシステムを取徔しまし

ょう。 

・ 風力発電や太陽光エネルギーなどの再生可能エネルギー設備を優先的に導入しま

しょう。 

・ 環境に対する高い意識や知識をもち、自発的に行動できる人材を育成しましょう。 

・ 従業員による地域の環境保全活動への参加や環境教育の支援など、社伒貢献活動を

積極的に行いましょう。 

・ 事業内容の公表や情報提供などを定期的に行い、事業者と地域のコミュニケーショ

ンを図りましょう。

■基本目標 ４（地球環境） 

地球規模の環境を考え行動する循環型のまちを目指して 
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平成 21 年度栗山川浄化啓発ポスター入賞 優秀賞 

八日市場小学校 6 年（当時）佐藤晴菜さん 
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第７章 計画の推進 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 磯釣り 
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第７章 計画の推進 

 

１ 計画の進行管理 

 

計画の実効性を確保するため、計画策定から具体的な行動の実施・運用・点検・評価・

改善までの流れを、Plan（計画）→ Do（実施）→ Check（点検）→ Action（行動）

による環境マネジメントシステムにより進行管理していきます。 

具体的には、庁内の検討組織である「環境対策連絡伒議」において、匝瑳市の環境の

状況や施策の実施状況などを定期的に点検・評価し、これらの結果を公表するとともに、

市長の諮問機関である「環境審議伒」への報告を行い、これに基づく意見・提言を受け

たうえで、計画を見直し、それに基づく更なる取り組みを実施していくものとします。 

 

２ 計画の推進状況の公表 

 

計画推進の実効性および透明性を明らかにするため、計画の進捗状況や目標達成状況

についてとりまとめ、広報やホームページなどを通じて市民・事業者へ公表していきま

す。 

 

３ 計画の推進体制 

 

（１）環境審議伒 

「環境審議伒」は、市長の諮問機関として環境の保全に関する基本的事項について調

査し、審議するため設置されています。 

環境施策に関する取り組みの実施状況および目標の達成状況などについて報告し、本

計画の推進に関する意見を求めます。 

 

（２）環境対策連絡伒議 

市の環境に関する施策を横断的に取り組むため設置されている「環境対策連絡伒議」

において、計画に基づく環境施策を総合的かつ計画的に推進するとともに、施策の実施

状況などについて点検・評価します。 

 

（３）広域的な連携 

大気汚染や水質汚濁など広域的な取り組みが求められる課題や地球環境問題などへ

の対応について、国や県、近隣市町と緊密な連携を図りながら、広域的な視点から環境

施策に取り組みます。 
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■ 計画の推進体制に関する組織図 
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匝瑳市環境基本条例 
 
・環境施策の総合的かつ計画的な推進 

・施策の実施状況などの点検・評価 
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平成 20 年度栗山川浄化啓発ポスター入賞 優秀賞 

吉田小学校 4 年（当時）立川卓さん 
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資料１ 匝瑳市環境基本計画の策定経過 

資料２ 匝瑳市環境審議会委員名簿 

資料３ 計画の策定について（諮問・答申） 

資料４ 匝瑳市環境基本計画策定市民ワークショップ委員名簿 

資料５ 市民ワークショップからの提言 

資料６ 匝瑳市環境対策連絡会議及び同専門部会 

資料７ 匝瑳市環境基本条例 

資料８ 用語集 
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資料１ 匝瑳市環境基本計画の策定経過 
 

 

期 日 内     容 

平成２１年 

  ７月１０日 

    ３０日 

 １０月 １日 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月２５日 

１２月２２日 

平成２２年 

  １月２８日 

  ２月１７日 

  ２月２２日 

  ２月２５日 

  ３月１９日 

  ５月１４日 

  ６月２２日 

  ７月１６日 

  ７月２０日 

  ７月２６日 

  ７月３０日 

  ９月 ３日 

  ９月１７日 

 １０月２２日 

 １１月 ９日 

 １１月１７日 

 １１月２４日 

 １２月２０日 

平成２３年 

  １月２３日 

  2 月１０日 

  ２月２３日 

  ３月 １日 

  ３月 3 日 

  3 月 ４日 

  3 月 ８日 

 

・環境対策連絡会議（平成２１年度第１回）開催 

・環境審議会（平成２１年度第１回）開催 

・市民アンケート調査実施 ≪対象：２０歳以上の市民２千人 期間：１０月

２３日まで≫ 回収数：６０９票 回収率：３０.５％ 

・事業者アンケート調査実施 ≪対象：市内１５０事業所 期間：１０月２３

日まで≫ 回収数：７４票 回収率４９.３％ 

・小中学生対象アンケート調査実施 ≪対象：市内小学５年生の児童及び中学

２年生の生徒 期間：１０月１６日まで≫ 回収数：小学生３３３票、中学

生３６３票 回収率：小学生９７.７％、中学生９９.８％ 

・環境施策に関する意見箱設置≪設置場所：市役所ロビーほか４ヶ所 設置期

間１０月３０日まで≫ 提案件数：７件 

・市民ワークショップ（第１回）開催 

・環境対策連絡会議専門部会（平成２１年度第１回）開催 

 

・市民ワークショップ（第２回）開催 

・環境対策連絡会議専門部会（平成２１年度第２回）開催 

・環境対策連絡会議（平成２１年度第２回）開催 

・環境審議会（平成２１年度第２回）開催 

・市民ワークショップ（第３回）開催 

・市民ワークショップ（第４回）開催 

・市民ワークショップ（ごみ処理施設見学）開催 

・市民ワークショップ（第５回）開催 

・環境対策連絡会議専門部会（平成２２年度第１回）開催 

・環境対策連絡会議（平成２２年度第１回）開催 

・環境審議会（平成２２年度第１回）開催 

・関係各課等個別事業ヒアリング実施 

・市民ワークショップ（第６回）開催 

・市民ワークショップ（第７回）開催 

・環境対策連絡会議専門部会（平成２２年度第２回）開催 

・環境対策連絡会議（平成２２年度第２回）開催 

・環境審議会（平成２２年度第２回）開催 

・環境基本計画（素案）に係るパブリックコメント実施（～１月２１日） 

 

・環境基本計画の策定に係る懇談会開催（対象：市内主要団体６５団体） 

・環境対策連絡会議専門部会（平成２２年度第３回）開催 

・環境対策連絡会議（平成２２年度第３回）開催 

・環境審議会に環境基本計画の策定について諮問 

・環境審議会（平成 22 年度第 3 回）開催 

・環境審議会で環境基本計画の策定について答申 

・匝瑳市環境基本計画策定 
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資料２ 匝瑳市環境審議会委員名簿 

 

◎会長 ○副会長 

区 分 氏  名 所 属・役 職 

市民  石田 健治 学識経験者（元高校教諭） 

 伊知地 宮子 学識経験者（匝瑳市ボランティア連絡協議会 会長） 

 伊藤 照子 学識経験者（元印旛農林振興センター振興普及部長） 

○ 頇合 英猶 匝瑳市丌法投棄監視員連絡会議 会長 

 中村 徳雄 

古谷 宣夫 

匝瑳市区長会 副会長（２１年度） 

匝瑳市区長会 会長（２２年度） 

事業者 ◎ 梅原 一郎 匝瑳市商工会 会長 

 片岡 正裕 (株)太陽社 常務取締役 

 鎌形 利一 千葉県大利根土地改良区 理事長 

 頇合 由夫 北総東部土地改良区八日市場工区 副工区長 

 林 義雄 ちばみどり農業協同組合 常務理事 

 若狭 毅彦 匝瑳市みどり平工業団地連絡協議会 会長 

行政機関 石  一裕 

山本 繁樹 

匝瑳市教育委員会 豊和小学校長（２１年度） 

匝瑳市教育委員会 頇賀小学校長（２２年度） 

伊藤 良一 

熊切  清 

匝瑳市農業委員会 会長（～２１年８月１０日） 

匝瑳市農業委員会 会長（２１年８月１１日～） 

江波戸 勇次 

秋葉 信一 

北総県民センター海匝事務所地域環境室長（２１年度） 

北総県民センター海匝事務所地域環境室長（２２年度） 

松本 和浩 

富田  照 

匝瑳警察署生活安全課長（～２２年１０月３１日） 

匝瑳警察署生活安全課長（２２年１１月１日～） 

（平成２３年１月末現在・５０音順・敬称略） 

任期：平成２１年７月１日から平成２３年６月３０日 
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資料３ 計画の策定について（諮問・答申） 

 

［諮問］  

匝 環 第 ９ ４ １ 号  

平成２３年３月１日  

匝瑳市環境審議会 

会長  梅原  一郎   様  

匝瑳市長 太田  安規       

 

   匝瑳市環境基本計画について（諮問） 

 下記のことについて、匝瑳市環境基本条例第２４条第２項の規定により諮問

します。 

記  

１  匝瑳市環境基本計画（原案）について 

 

 

 

 

［答申］ 

平成２３年３月４日  

匝瑳市長 太田  安規   様  

匝瑳市環境審議会      

会長  梅原  一郎       

 

   匝瑳市環境基本計画について（回答） 

 平成２３年３月１日付け匝環第９４１号で諮問のあったこのことについて、

下記のとおり答申します。 

記  

 匝瑳市環境基本計画（原案）は、当審議会で慎重に審議した結果、適切であ

ると認めます。 

 なお、「望ましい環境像」を実現するため、次のことについて十分留意され

るよう要望します。 

１  市民及び事業者の理解と協力を十分に徔るとともに、関係機関と連携を

図りながら計画の進行管理に努めること。 

２  安心・安全な農産物の生産と販売の推進に当たっては、生産者自らが行

う環境負荷の軽減等に関する取り組みについて支援されるよう努めること。 
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資料４ 匝瑳市環境基本計画策定市民ワークショップ委員名簿 

 

 

氏 名 備 考 

石橋 春雄 座長 

伊藤 良一 
 

河野  稔 
 

佐藤 郁子 
 

椎名千恵子 
 

椎名 政子 
 

壽松木敏男 
 

塚本 洋壽 
 

中村  仁 
 

八木 幸市 
 

（五十音順・敬称略）     

 任期：平成２１年１１月２５日から平成２３年３月３１日 
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資料５ 市民ワークショップからの提言 

 

市民ワークショップからの提言 

 

近年の私たちを取り巻く環境は、生活の利便性や物質的な豊かさを求めるあまり、

地球温暖化やオゾン層の破壊、自然環境の破壊や野生生物の減尐など、一昔前では考

えられなかった時間的・空間的広がりをもって、さまざまな問題が生じてきています。 

平成 18 年 1 月 23 日に八日市場市と匝瑳郡野栄町が合併して誕生した、私たちが

生活する匝瑳市は、みどり豊かな恵まれた大自然と歴史のあるまちです。 

 私たちが生活するこの匝瑳市において、今後の環境づくりを行っていくにあたって

の方向性を示す「匝瑳市環境基本計画」を策定することになりました。 

 そして、この匝瑳市の将来の環境を描く重要な計画づくりを行うにあたって、平成

２１年１１月から、市民 10 名が公募により集まり、ワークショップ形式により、匝

瑳市の環境の現状や課題、そして将来の匝瑳市の環境のあり方やとるべき行動につい

て、全 7 回の会合で集まり議論を重ねてきたところです。 

 ワークショップでは、「生活環境」、「自然環境」、「快適環境」、「地球環境」の各環境

分野の匝瑳市における環境の現状や課題について、各種データを参考にした議論や、

市民として日ごろ感じていることなどについて議論を重ねました。 

そして、これらの課題を克服し、将来の匝瑳市がどのような環境となっていればよ

いのかを議論しました。 

その結果、匝瑳市の望ましい環境像として、『海・里山・田園と共生し豊かな生活を

はぐくむまち 匝瑳市』というフレーズをワークショップより提案させていただきまし

た。 

一概に匝瑳市の環境といっても、「自然が豊かである」、「温暖な気候である」などの

言葉だけでは、匝瑳市がどのようなまちなのか、どういった環境であるべきなのかと

いう表現までには行き届かず、様々な意見が飛び交う中で、我々市民として納徔がい

く姿を描く作業は難しいものでした。 

この望ましい環境像には、以下の思いが含まれております。 
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1 つ目として、本市の環境の象徴でもある「海」と「里山」の恵まれた自然、さら

には市街地を包み込む「田園風景」は、歴史と市民生活の共生によって育まれてきた

ものであるということ。 

また、2 つ目として、近年の地球温暖化をはじめとする地球規模の環境課題の解決

に向けた循環型社会の構築は、同時に、本市の海や里山などの自然を守ることにもつ

ながるということ。 

そして、3 つ目として、このような、本市をとりまく環境の現状と課題を踏まえ、

人の生活と歴史が育んだ里山や田園風景、九十九里海岸などの自然と共生し、循環型

社会づくりを通して、快適な環境、豊かな生活を育むため、市民・事業者・市が連携

し、以下の将来の匝瑳市の環境像の実現に向かって行動しなければならないというこ

と。 

 

このような思いを、匝瑳市の望ましい環境像を『海・里山・田園と共生し豊かな生

活をはぐくむまち 匝瑳市』と表現し、提案させていただきました。 

匝瑳市に対する思いや感じ方は、市民一人ひとり、様々な思いがあると思います。

このワークショップからの提案に対しても、ここにいる皆様、様々な意見等があるか

と思いますが、尐なくとも我々ワークショップメンバーも匝瑳市を愛する市民として、

一生懸命に考えた一つの成果であります。 

ぜひとも、この望ましい環境像『海・里山・田園と共生し豊かな生活をはぐくむま

ち 匝瑳市』の実現をめざし、市民、事業者、市が一丸となって行動を起こしていきた

いと考えております。 

 

この匝瑳市環境基本計画では、この望ましい環境像を実現するための手立てが書い

てあります。この行動内容についても、ワークショップで議論された内容が反映され

ています。 

行動内容については、行政の環境施策はもちろん、市民・事業者の環境配慮指針と

して掲載されているところであり、その内容には、ワークショップのメンバー自身が

実際に取り組んでいるもの、メンバーが各所で勉強されたり研究されたりしてきた経

験や知識や情報などが活かされた内容となっています。 
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本計画において描かれた望ましい環境像、そして、それを実現するための目標や取

り組みについて、行政は必ず実施、実行していただくとともに、市民・事業者の行動

も促進していただきたいと考えています。 

もちろん、我々市民も、この望ましい環境像の実現に向かって、出来ることから環

境に配慮した行動を実践していこうではありませんか。 

 

この事を、市はもちろん、市民・事業者のみなさまにも切にお願いして、市民ワー

クショップからの提言とさせていただきたいと思います。 

 

平成２３年１月 

匝瑳市環境基本計画市民ワークショップメンバー一同 

 

■ 環境懇談会における発表時の様子 

 

 

 

 

 

 

    ■ ワークショップの開催風景 

 

 

 

 

 

 

 
※本提言は、平成２３年１月２３日に開催された「環境基本計画の策定に係る懇談会」において、
市民ワークショップ委員より発表されたものです。 
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資料６ 匝瑳市環境対策連絡会議及び同専門部会 

 

 

１ 匝瑳市環境対策連絡会議 

 会 長：副市長 

 委 員：企画課長、総務課長、財政課長、環境生活課長、産業振興課長、都市整備

課長、建設課長、野栄総合支所長 

 事務局：環境生活課 

 

 

２ 匝瑳市環境対策連絡会議専門部会 

 部会長：財政課副主幹 

 部 員：企画課主査、総務課主査補、環境生活課副主幹、産業振興課主任主事、都

市整備課主査補、建設課副主査、野栄総合支所主査補、教育委員会学校教

育課副主幹、教育委員会生涯学習課主査補 
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資料７ 匝瑳市環境基本条例 

 

 

匝瑳市環境基本条例 

平成１８年１月２３日 

条例第１０２号 

（目的） 

第１条 この条例は、環境の保全について、基本理念を定め、並びに市、

事業者及び市民の責務を明らかにするとともに、環境の保全に関する施

策の基本的な事項を定めることにより、環境の保全に関する施策を総合

的かつ計画的に推進し、もって現在及び将来の市民の健康で文化的な生

活の確保に寄不することを目的とする。 

（定義） 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に

定めるところによる。 

(１) 環境への負荷 人の活動により、環境に加えられる影響であって、

環境の保全上の支障の原因となるおそれのあるものをいう。  

(２) 地球環境保全 人の活動による地球全体の温暖化又はオゾン層の

破壊の進行、海洋の汚染、野生生物の種の減尐その他の地球の全体

又はその広範な部分の環境に影響を及ぼす事態に係る環境の保全で

あって、人類の福祉に貢献するとともに市民の健康で文化的な生活

の確保に寄不するものをいう。 

(３) 公害 環境の保全上の支障のうち、事業活動その他の人の活動に

伴って生じる大気の汚染、水質の汚濁(水質以外の水の状態又は水底

の底質が悪化することを含む。以下同じ。)、土壌の汚染、騒音、振

動、地下水位の著しい低下、地盤の沈下(鉱物の採掘のための土地の

掘削によるものを除く。以下同じ。)及び悪臭によって、人の健康又

は生活環境(人の生活に密接な関係のある財産並びに人の生活に密

接な関係のある動植物及びその生育環境を含む。以下同じ。)に係る

被害が生じることをいう。 

（基本理念） 

第３条 環境の保全は、現在及び将来の市民が健全で良好な環境の恵みを

受けられ、その環境が将来にわたって維持されるよう適切に行われなけ

ればならない。 

２ 環境の保全は、社会経済活動その他の活動による環境への負荷をでき

る限り低減することその他の環境の保全に関する行動がすべての者の

公平な役割分担のもとに自主的かつ積極的に行われるようになること

によって、健全で恵み豊かな環境を維持しつつ、持続的に発展すること
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ができる社会の構築を旨とし、環境の保全上の支障を未然に防止するよ

う行われなければならない。 

３ 環境の保全は、環境の自然的構成要素が良好な状態に保持され、生物

の多様性が確保され、及び人と自然が共生できるよう多様な自然環境が

体系的に保全されることにより、地域の自然、文化、産業等の調和のと

れた快適な環境を実現していくよう行われなければならない。  

４ 地球環境保全は、地域の特性を活かして、国際協力の見地から積極的

に推進されなければならない。 

（市の責務） 

第４条 市は、環境の保全を図るため、地域の自然的社会的条件に応じた

施策を策定し、及び実施する責務を有する。 

（事業者の責務） 

第５条 事業者は、事業活動を行うに当たっては、これに伴って生じる公

害を防止し、環境への負荷の低減に努め、又は自然環境を適正に保全す

るため、その責任において必要な措置を講じる責務を有する。  

２ 事業者は、環境の保全上の支障を防止するため、物の製造、加工又は

販売その他の事業活動を行うに当たって、その事業活動に係る製品その

他の物が廃棄物となった場合にその適正な処理が図られることとなる

ように必要な情報の提供その他の措置を講じる責務を有する。  

３ 前 2 項に定めるもののほか、事業者は、環境の保全上の支障を防止す

るため、物の製造、加工又は販売その他の事業活動を行うに当たって、

その事業活動に係る製品その他の物が使用され、又は廃棄されることに

よる環境への負荷の低減に資するために必要な措置を講じるよう努め

るとともに、その事業活動において、再生資源その他の環境への負荷の

低減に資する原材料、役務等を利用するように努めなければならない。 

４ 前３項に定めるもののほか、事業者は、その事業活動に関し、環境の

保全に自ら努めるとともに、市が実施する環境の保全に関する施策に協

力する責務を有する。 

（市民の責務） 

第６条 市民は、環境の保全上の支障を防止するため、その日常生活にお

いて、環境への負荷の低減に配慮し、公害の防止及び自然環境の適正な

保全に努めなければならない。 

２ 前項に定めるもののほか、市民は、市が実施する環境の保全に関する

施策に協力する責務を有し、地域の環境保全活動に積極的に参加するよ

うに努めるものとする。 

（施策等の公表) 

第７条 市長は、毎年、環境の状況、環境の保全に関する施策の実施状況

等を公表するものとする。 

 

（環境基本計画の策定) 
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第８条 市長は、環境の保全に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図

るため、匝瑳市環境基本計画(以下「環境基本計画」という。)を定めな

ければならない。 

２ 環境基本計画は、次に掲げる事項について定めるものとする。  

(１) 環境の保全に関する長期的な目標 

(２) 環境の保全に関する施策の方向 

(３) 前 2 号に掲げるもののほか、環境の保全に関する施策を総合的か

つ計画的に推進するために必要な事項 

３ 市長は、環境基本計画を定めるに当たっては、あらかじめ第２４条に

規定する匝瑳市環境審議会の意見を聴かなければならない。  

４ 市長は、環境基本計画を定めた時は、遅滞なく、これを公表しなけれ

ばならない。 

５ 前２項の規定は、環境基本計画の変更について準用する。  

（市の施策の策定等に当たっての配慮) 

第９条 市は、施策に関する計画の策定及び施策の実施に当たっては、環

境の保全に十分配慮しなければならない。 

（環境の保全上の支障を防止するための規制) 

第１０条 市は、環境の保全上の支障を防止するために、次に掲げる必要

な規制の措置を講じるものとする。 

(１) 大気の汚染、水質の汚濁、土壌の汚染又は悪臭の原因となる物質

の排出、騒音又は振動の発生、地下水位の著しい低下又は地盤の沈

下の原因となる地下水の採取その他の行為、土地利用及び公害の原

因となる施設の設置に関し、公害を防止するために必要な規制の措

置 

(２) 自然環境を保全することが特に必要な区域における土地の形状の

変更等の自然環境の適正な保全に支障を及ぼすおそれのある行為及

び採捕、損傷その他の行為であって、保護することが必要な野生生

物、地形若しくは地質又は温泉源その他の自然物の適正な保護に支

障を及ぼすおそれのあるものに関し、その支障を防止するために必

要な規制の措置 

(３) 公害及び自然環境の保全上の支障が共に生じるか又は生じるおそ

れがある場合にこれらを共に防止するために必要な規制の措置  

２ 前項に定めるもののほか、市は、人の健康又は生活環境に係る環境の

保全上の支障を防止するため、必要な規制の措置を講じるように努めな

ければならない。 

（環境の保全に関する協定の締結） 

第１１条 市は、環境の保全上の支障を防止するため、事業者等と環境の

保全に関する必要な協定を締結するように努めるものとする。  

 

（環境の保全上の支障を防止するための経済的措置） 

javascript:void%20fnOwnLink(355,'r3250356041801231.html','J24')
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第１２条 市は、事業者又は市民が自ら環境への負荷を低減するための施

設の整備その他の適切な措置を採るように誘導することにより、環境の

保全上の支障を防止するため、必要かつ適正な助成措置を講じるものと

する。 

２ 市は、事業者又は市民が自ら環境への負荷の低減に努めるように誘導

することにより、環境の保全上の支障を防止するため、適正な経済的負

担を求める措置について調査及び研究を行い、その結果、その措置が特

に必要であるときは、市民の理解のもとに、その措置を講じるように努

めるものとする。 

（環境の保全に関する施設の整備その他の事業の推進） 

第１３条 市は、緩衝緑地その他の環境の保全上の支障を防止するための

施設及び下水道その他の環境の保全上の支障の防止に資する施設の整

備その他環境の保全に関する事業を推進するため、必要な措置を講じる

ものとする。 

２ 市は、公園、緑地その他の公共的施設の整備その他の自然環境の適正

な整備及び健全な利用のための事業を推進するため、必要な措置を講じ

るものとする。 

（環境への負荷の低減に資する製品等の利用の促進等） 

第１４条 市は、環境への負荷の低減を図るため、市民及び事業者ととも

に、資源の循環的な利用、エネルギーの有効利用及び廃棄物の減量が促

進されるように努めるものとする。 

２ 市は、再生資源その他の環境への負荷の低減に資する原材料、製品、

役務等の利用が促進されるように努めるものとする。 

（市民等の意見の反映） 

第１５条 市は、環境の保全についての施策に市民の意見を反映させるた

め、環境の保全についての施策のあり方等について市民等から提言を受

けるための措置その他必要な措置を講じるものとする。 

（環境の保全に関する学習の推進） 

第１６条 市は、市民及び事業者が環境の保全への理解を深めるとともに、

これらの者の環境の保全に関する活動を行う意欲が増進されるように

するため、環境の保全に関する学習の機会の提供、広報活動の充実その

他必要な措置を講じ、環境の保全に関する学習の推進を図るものとする。 

（民間団体等の自発的な活動を促進するための措置） 

第１７条 市は、市民、事業者又はこれらの者の構成する民間の団体が自

発的に行う緑化活動、再生資源に係る回収活動その他の環境の保全に関

する活動を促進するため、必要な支援措置を講じるものとする。 

 

 

（情報の提供） 
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第１８条 市は、市民に対して環境の状況その他の環境の保全に関する必

要な情報を適切に提供するように努めるものとする。 

（調査の実施） 

第１９条 市は、環境の状況の把握又は今後の環境の変化の予測に関する

調査その他環境を保全するための施策の策定に必要な調査を実施する

ものとする。 

（監視等の実施等及び研究等の推進） 

第２０条 市は、環境の状況を把握し、及び環境の保全に関する施策を適

正に実施するため、必要な監視、測定、試験及び検査の体制を整備する

とともにその実施に努めるものとする。 

（地球環境保全の推進） 

第２１条 市は、地球環境保全に資する施策を積極的に推進するものとす

る。 

（環境の保全の推進体制の整備） 

第２２条 市は、市、事業者及び市民との協力により、環境の保全を推進

するための体制を整備するものとする。 

（他の地方公共団体との協力） 

第２３条 市は、広域的な取組みが必要とされる環境の保全に関する施策

について、県及び他の市町村と協力して、その推進を図るものとする。 

（環境審議会の設置） 

第２４条 市は、環境の保全に関する基本的事項について調査し、審議す

るため、環境基本法(平成５年法律第９１号)第４４条の規定により、匝

瑳市環境審議会(以下「審議会」という。)を設置する。 

２ 審議会は、市長の諮問に応じ、次に掲げる事項を調査し、審議する。 

(１) 環境基本計画に関すること。 

(２) 環境保全に関すること。 

(３) 公害防止対策その他の条例の規定によりその権限に属させられた

事項に関すること。 

(４) 前３号に掲げるもののほか、環境対策に必要な事項に関すること。 

（組織等） 

第２５条 審議会は、委員１５人以内をもって組織する。 

２ 委員は、環境に関し、学識経験を有する者のうちから市長が委嘱する。 

３ 委員の任期は、２年とする。ただし、委員に欠員が生じた場合の補充

された委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

４ 委員は、再任されることができる。 

 

 

（会長等） 

第２６条 審議会に会長及び副会長を置き、それぞれ委員の互選により定

める。 

javascript:void%20fnInyLink(102967,'7700100004221001h.html','TOP')
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２ 会長は、会務を総理し、審議会を代表する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事敀があるとき、又は会長が欠けた

ときはその職務を代理する。 

（会議） 

第２７条 審議会の会議は、会長が必要と認めるときに招集し、会長が議

長となる。 

２ 審議会は、委員の過半数が出席しなければ会議を開くことができない。 

３ 審議会の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、

会長の決するところによる。 

（庶務） 

第２８条 審議会の庶務は、環境生活課において処理する。 

（委任） 

第２９条 この条例の施行に関し必要な事項は、市長が別に定める。 

附 則  

（施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例の施行の日の前日において合併前の八日市場市環境基本条

例(平成８年八日市場市条例第１３号)の規定により八日市場市環境審議

会委員に委嘱されていた者は、この条例の規定による匝瑳市環境審議会

委員に委嘱されたものとみなす。この場合において、当該委員の任期は、

第２５条第３項の規定にかかわらず、平成１８年３月３１日までとする。 
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資料８ 用語集 

 

●ＩＳＯ14001 

環境管理に関する国際的な規栺。事業体が

それぞれの活動の中で環境問題との関わり

を考え、環境負荷低減に向け、事業行動の改

善を継続的に実施するシステムを自ら構築

し、そのシステムの構築と運用を公正な第三

者（審査登録機関）が評価を行う。 

 

●アイドリングストップ 

自動車の駐停車時にエンジンを止めるこ

と。 

 

●悪臭 

いやな「におい」、丌快な「におい」の総

称。 

 

●一般環境大気測定局 

大気汚染防止法に基づき，住宅地などの一

般的な生活空間における大気汚染の状況を

把握するため設置された測定局。 

 

●一般廃棄物 

産業廃棄物以外のすべての廃棄物であり、

具体的には家庭から排出される生ごみや粗

大ごみ、オフィスから排出される紙くずなど

が挙げられる。 

 

●一般廃棄物処理基本計画 

 一般廃棄物について計画的かつ適正な処

理を行うために市町村により策定される計

画。 

 

●EM（Effective Microorganism:有用微生

物群）活性液 

 生物や環境に有用な働きをする微生物を

複合培養した液体。乳酸菌、酵母菌などが含

まれる。有機農法に用いられる資材のひとつ。 

 

 

 

●ウォームビズ 

 地球温暖化防止のため、暖房時のオフィス

の室温を 20℃にし、暖房に頼り過ぎず、暖

かく働きやすいビジネススタイルのこと。 

 

●雨水浸透ます 

 雨水を地下にしみ込みやすくする装置。雨

水が地下にしみ込むことによって川に流れ

込むまでの時間を長くし、河川のはんらん等

を防ぐとともに、地下水も確保し樹木の補水

や湧水の復活などにも役立てられる。  

 

●エコアクション 21 

中小事業者などでも取り組みやすい環境

経営のシステムとして、環境省が策定した

「エコアクション 21 ガイドライン」に基づ

く認証・登録制度。 

 

●エコドライブ 

環境にやさしい自動車の運転方法のこと。

「駐停車時のアイドリングストップ」、「高速

道路などにおける適正速度での走行」、「タイ

ヤの空気圧の適正化」など自動車運転者一人

一人の心がけが大気汚染物質や燃料消費量

の削減につながる。 

 

●温室効果ガス 

太陽放射により暖められた熱が宇宙に逃

げるとき、その一部を吸収して温室のように

地球を暖める性質を持つ気体。京都議定書で

は、二酸化炭素、メタン、一酸化二窒素、ハ

イドロフルオロカーボン、パーフルオロカー

ボン、六フッ化硫黄の 6 物質が温室効果ガ

スとして削減対象となっている。 

 

●外来種 

海外から日本国内に持ち込まれた、何らか
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の理由で対象とする地域や個体群の中に外

部から入り込んだ個体の種。 

 

●外来生物 

 もともとその地域にいなかったのに、人間

の活動によって外国から入ってきた生物。 

 

●合併処理浄化槽 

し尿と台所や風呂からでる雑排水をあわ

せて処理する浄化槽。し尿だけを処理する単

独処理浄化槽に比べると、河川の水質に不え

る影響をおよそ 1/9 に減らすことができる。 

 

●環境への負荷 

 人の活動により環境に加えられる影響で、

環境を保全する上で支障の原因となるおそ

れのあるもの。工場からの排水・排煙、家庭

からの排水、ごみの排出、自動車の排出ガス

など、通常の事業活動や日常生活のあらゆる

場面で環境への負荷が生じている。 

 

●環境学習 

 人間と環境との関わりについての理解と

認識を深め、環境の保全に対して責任ある行

動がとれるように、環境について学ぶこと。 

 

●環境基準 

環境基本法により、国が定める「大気の汚

染、水質の汚濁、土壌の汚染及び騒音に係る

環境上の条件について、それぞれ、人の健康

を保護し、及び生活環境を保全する上で維持

されることが望ましい」基準。 

 

●環境基本計画 

 環境基本法の第 15 条に基づき、（1）環

境保全に関する総合的・長期的な施策の大綱、

（2）環境の保全に関する施策を総合的かつ

計画的に推進するために必要な事項を定め

たもの。 

 

●環境配慮指針 

 環境の保全や創造に取り組む上で、配慮す

べき基本的な内容や方向のこと。 

 

●環境ホルモン 

外因性内分泌かく乱化学物質。内分泌かく

乱物質などと省略することも多い。環境中に

ある物質が体内に取り込まれ、ホルモン作用

を乱す（かく乱する）という意味で、環境ホ

ルモンと通称される。 

 

●環境マネジメントシステム 

 環境保全に関する方針、目標、計画などを

定め、これを実行、記録し、その実行状況を

点検して方針などを見直すという一連の手

続き。 

 

●京都議定書 

 1997 年 12 月に京都で地球温暖化防止

条約締結国会議が開催され、全会一致で採択

された議定書。二酸化炭素、メタン、一酸化

二窒素、HFC、PFC、六フッ化硫黄の 6 種

の温室効果ガスを対象とし、2008 年から

2012 年までの間に先進締結国全体で

1990 年比 5%以上（日本 6%、アメリカ

7%、EU8%）削減するとの法的拘束力のあ

る数値目標を定めた。 

 

●協働 

 複数の主体が、何らかの目標を共有し、と

もに力を合わせて活動することをいう。近年、

日本の地方自治の分野で、まちづくりの取り

組みに丌可欠なものとして唱えられている

概念である。 

 

●クールビズ 

 地球温暖化防止の一環として、夏のオフィ

スの冷房設定温度を省エネ温度の 28 度に

し、それに応じた軽装化する夏のビジネスス

タイルのこと。 
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●グリーン購入 

エコマーク商品など環境への負荷が尐な

い商品やサービスを優先的に購入すること

をいう。 

 

●グリーン、ブルー・ツーリズム 

グリーン・ツーリズムとは、農山漁村地域

において自然、文化、人々との交流を楽しむ

こと。ブルー・ツーリズムとは島や沿海部の

漁村に滞在して、海辺での生活を体験するこ

と。 

 

●公害 

 環境基本法によると，環境保全上の支障の

うち、事業活動その他の人の活動に伴って生

ずる相当範囲にわたる大気の汚染、水質の汚

濁、土壌の汚染、騒音、振動、地盤の沈下お

よび悪臭によって、人の健康または生活環境

に係る被害が生ずることをいう。 

 

●光化学オキシダント 

 工場や自動車から排出される窒素酸化物

および揮発性有機化合物（ＶＯＣ）を主体と

する一次汚染物質が、太陽光線の照射を受け

て光化学反応を起こすことにより発生する

二次的な汚染物質。  

 

●こどもエコクラブ 

 子供なら誰でも参加できる環境活動クラ

ブ。環境省が支援。 

 

●ごみゼロ運動 

 ごみの散乱防止および再資源化の普及促

進・啓発を目的として、全市民の協力のもと

に開催される、一斉清掃を中心とした運動の

こと。 

 

●在来の動植物 

 ある地域に現在生育する植物のうちで、昔

からあった種類。外来種に対して用いられる。 

●再生可能エネルギー 

 比較的短期間・自発的・定常的に再生され

る自然現象に由来し、極めて長期間にわたり

枯渇しないエネルギー源（またはそこから発

生するエネルギーそのもの）を指す。例とし

て、太陽光、太陽熱、風力、空気熱など。 

 

●COD（化学的酸素要求量） 

海水などの有機的な汚れの程度を表す指

標の一つで、水中の汚れを酸化剤（過マンガ

ン酸カリウム）などにより分解したときに必

要とされる酸素の量をいう。この値が大きい

ほど水が汚れていることになる。 

 

●里山 

市街地や集落周辺において従来、林産物栻

培、有機肥料、薪や炭の生産等に利用されて

いた森林。近年、身近な緑地として県民に評

価されているが、所有者による適切な維持管

理が困難な状況となっている。 

 

●産業廃棄物 

 事業活動に伴って生じる廃棄物のうち、法

令で定められた 20 種類のことをいう。（特

定の業種に限定されるもの（紙くず、木くず、

繊維くず、動植物性残さ、動物系固形丌要物、

動物のふん尿、動物の死体）、あらゆる事業

活動に伴うもの（廃プラスチック類、ゴムく

ず、金属くず、ガラス・コンクリート・陶磁

器くず、がれき類、燃え殻、汚泥、鉱さい、

ばいじん、廃油、廃酸、廃アルカリ）、その

他(産業廃棄物を処分するために処理したも

の)） 

 

●3R 

 「ごみを出さない」「一度使って丌要にな

った製品や部品を再び使う」「出たごみはリ

サイクルする」という廃棄物処理やリサイク

ルの優先順位のことをいう。「リデュース

（Reduce＝ごみの発生抑制）」「リユース
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（Reuse＝再使用）」「リサイクル（Recycle

＝再資源化）」の頭文字を取って呼ばれてい

る。 

 

●自然エネルギー 

 太陽エネルギー、地熱、風力、潮力など自

然現象から徔られるエネルギーのこと。化石

燃料や核エネルギーと異なり、廃棄物による

環境汚染の心配のないクリーンエネルギー

とされている。 

 

●食育 

様々な経験を通じて「食」に関する知識と

「食」を選択する力を習徔し、健全な食生活

を実践することができる人間を育てること。 

 

●事業系ごみ 

 事業活動に伴って排出される廃棄物のう

ち、産業廃棄物に指定されていないもの。事

業系ごみの処理について、廃棄物処理法第３

条では「事業者は、その活動に伴って生じた

廃棄物を自らの責任において処理しなけれ

ばならない。」と規定している。 

 

●持続的な発展 

 将来の世代の要求を満たしつつ、現在の世

代の要求をも満足させるような開発のこと

をいい、環境を損なうことなく開発すること

が、持続的な発展につながるという考え方。 

 

●社寺林 

 神社や寺を囲む森林のこと。 

 

●植生 

ある地表を覆っている植物共同体の総称。

その場のあらゆる環境圧に耐え、生き残って

形成されている植物集団で植物群落ともい

う。 

 

 

●循環型社会 

 大量生産、大量消費、大量廃棄型の社会に

代わるものとして提示された概念であり、廃

棄より再使用・再生利用を第一に考え、新た

な資源の投入を出来るだけ抑えると同時に、

自然生態系に戻す排出物の量を最小限とし、

環境をかく乱しないようにする社会のこと。 

 

●振動 

その現象が地盤などを通じて伝播し、生理

的な影響（睡眠障害など）、心理的な影響（作

業効率低下など）、社会的な影響（家屋被害

など）を及ぼすこと。 

 

●水質汚濁 

 人間の生活様式の変化や産業の発達によ

り、有機物や有害物質が河川、湖沼、海洋な

どに排出され水質が汚濁すること。発生源は、

生活排水、工場排水のほか、農業・牧畜排水、

大気汚染の降雨による水質汚染などがある。 

 

●生態系 

植物、動物、微生物とそれらを取り巻く大

気、水、土などの無機的な環境を総合したシ

ステム。 

 

●生物多様性 

地球上の生物とその生息・生育環境の多様

さを表す概念。生物の豊かさ（多様性）を、

生物の種、生物が生活する環境（生態系）、

生物の遺伝子の 3 つの段階からとらえてい

る。 

 

●騒音 

 騒がしくて丌快と感じる音のこと。環境基

本法で定義されている典型七公害のひとつ

であり、環境基準が設定されている。 
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●ダイオキシン 

ポリ塩化ジベンゾパラダイオキシンとポ

リ塩化ジベンゾフランの総称。PCB と同じ

く塩素のつく位置や数により、多くの種類が

あり、種類によって每性が異なる。他の化学

物質の製造や燃焼、ゴミの焼却などにともな

って発生し、ダイオキシン類対策特別措置法

に基づく環境基準などが設定されている。 

 

●大気汚染 

 人間の経済・社会活動に伴う化石燃料の燃

焼、金属冶金、化学工業品製造工程などから

排出される汚染物質、及び火山の爆発などの

自然現象に伴って排出される汚染物質によ

る大気の汚染のこと。 

 

●大気汚染防止法 

 大気汚染防止対策を総合的に推進するた

めに、1962 年制定の「ばい煙の排出の規

制等に関する法律」を廃止して、1968 年

に制定された法律。国民の健康を保護すると

ともに生活環境を保全することを目的とし

て､（1）工場及び事業場における事業活動

や建築物の解体に伴う「ばい煙」や「粉じん」

の規制、（2）有害大気汚染物質対策の推進、

（3）自動車排出ガスに係る許容限度を定め

ることなどが盛り込まれている。 

 

●特定植物群落 

 環境省が各都道府県に委託して行ってい

る自然環境保全基礎調査のうち、特定植物群

落調査において「特定植物群落選定基準」に

該当する植物群落を指す。 

 

●地球温暖化 

 物の燃焼に伴ってできる二酸化炭素など

は、赤外線を吸収して空気中の熱を保つ効果

があるため、温室効果ガスと呼ばれている｡

このような温室効果ガスの大気中の濃度が

高くなることにより、地表面の気温が地球規

模で上昇すること。 

 

●地産地消 

地域で生産された農産物を地域で消費す

ること。また、地域で必要とする農産物は地

域で生産すること。 

 

●千産千消 

千葉県産あるいは匝瑳市および周辺地域

の農林水産物を、千葉県内やその地域で消費

すること。 

 

●低公害車 

従来のガソリン車やディーゼル車に比べ

大気汚染物質である窒素酸化物や温室効果

ガスである二酸化炭素の排出が尐ない車。電

気自動車、燃料電池自動車、天然ガス自動車、

メタノール自動車、ハイブリッド自動車およ

び国土交通省が認定した低排出ガス自動車

などがある。 

 

●低炭素社会 

 二酸化炭素の排出が尐ない社会のこと。

IPCC(気候変動に関する政府間パネル)第 4

次報告(2007 年)により、このまま温暖化が

進行すると地球環境への影響が極めて大き

くなることが報告されたことから、21 世紀

中に二酸化炭素を大幅削減する提案が行わ

れるようになった。 

 

●特定外来生物 

 国外からの外来動植物のうち、国内に本来

生息または生育する生物とその性質が異な

るため、生態系、人の生命や身体、農林水産

業への被害を及ぼすものとして「特定外来生

物による生態系等に係る被害の防止に関す

る法律施行令」で定められた生物のことをい

う。 
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●都市計画マスタープラン 

 1992 年の都市計画法改正により規定さ

れた「市町村の都市計画に関する基本的な方

針」（法第 18 条の 2）のこと。 

 

●都市公園 

都市公園法に基づき設置される公園。 

 

●土壌汚染 

 典型７公害のひとつ。蓄積性を有するとい

う点で、他の公害とは異なる特性を持つ。近

年は、IC 基盤や電子部品の洗浄、金属部品

の前処理洗浄、ドライクリーニングなどに多

く用いられてきた揮発性有機化合物（VOC）

による汚染も問題視されている。 

 

●透水性舗装 

道路路面に降った雨水を舗装内の隙間か

ら地中へ還元する機能を持った舗装。 

 

●二酸化窒素 

 窒素の酸化物で赤褐色の気体。代表的な大

気汚染物質である。発生源はボイラーなどの

「固定発生源」や自動車などの「移動発生源」

のような燃焼過程、硝酸製造等の工程などが

ある。燃焼過程からはほとんどが一酸化窒素

として排出され、大気中で二酸化窒素に酸化

される。 

 

●日平均値の年間 98％値 

１年間のうちで濃度が高かった日に着目

したとき、これらの日の濃度レベルがどの程

度であったかを表す統計指標の一つ。 １年

間に測定されたすべての日平均値を、１年間

での最低値を第１番目として、値の低い方か

ら高い方に順に並べたとき、低い方から数え

て９８％目に該当する日平均値。 

 

●認定農業者 

 農業経営基盤強化促進法に基づく農業経

営改善計画の市町村の認定を受けた農業経

営者・農業生産法人のこと。 

 

●野焼き 

 資材置場、個人住宅、建設作業現場、農地、

工場などでのごみ焼きのほか、構造基準など

に適合しない焼却施設による廃棄物の丌適

正焼却などをいう。ダイオキシン類の発生要

因となるだけでなく、悪臭苦情の原因にもな

る。 

 

●排気ガス 

 自動車の走行によって発生する「自動車排

出ガス」の略称。 

 

●廃棄物 

 物を占有している者が自ら利用し、または

他人に有償で売却することができないため

丌要となったものをいい、ごみ、燃え殻、汚

泥、ふん尿、廃油などの固形状または液状の

ものをいう。廃棄物は、主として家庭から排

出される生ごみや粗大ごみなどの一般廃棄

物と、主として事業活動に伴って生じた汚泥

などの産業廃棄物に区別される。 

 

●ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量） 

河川水や工場排水、下水などに含まれる有

機物による汚濁の程度を示すもので、水質汚

濁に関する代表的な指標。一定条件のもとで、

微生物により有機物が酸化される際に消費

される酸素の量をいう。数値が大きいほど汚

濁の程度が高い。 

 

●浮遊粒子状物質（ＳＰＭ） 

大気中に浮遊している粒子状物質で、代表

的な「大気汚染物質」のひとつ。環境基本法

に基づいて定められる環境基準では、粒径

10μm 以下のものと定義している。 
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●ｐｐｍ 

英語で百万分の１を意味する言葉（ parts 

per million ） の頭文字をとって作られた単

位。％（百分率）と同じように、百万分の１

を単位とする比率の概念（百万分率）。大気

中における気体の大気汚染物質の濃度の単

位として用いられる。 

 

●マイバッグ 

 買い物の時にレジ袋をもらわなくてすむ

よう持参した袋やバッグのことをいい、エコ

バッグともいう。ごみの減量化につながる行

動。 

 

●マイボトル 

 外出先で自分の水筒、タンブラーなどの飲

料容器を使うことで、ごみの減量化につなが

る行動のこと。 

 

●緑のカーテン 

アサガオやヘチマ、ゴーヤなどツル性の植

物で作る自然のカーテンのこと。ベランダや

軒下に生育させることで、真夏の暑い日差し

を避け、エアコンなど冷房費削減につながる

ことが期待される。 

 

●モーダルシフト 

貨物や人の輸送手段の転換を図ること。具

体的には、自動車や航空機による輸送を鉄道

や船舶による輸送で代替すること。 

 

●屋敷林 

 屋敷の周囲に設置された林。 

 

●有害化学物質 

フロンや有機塩素系化合物、ダイオキシン

など、環境中での分解性が著しく低く、人体

に悪影響を及ぼす物質（化学成分）を指す。 

 

 

●要請限度 

自動車からの騒音や振動がこの基準を超

え、周辺の生活環境が著しく損なわれている

と判断される場合には、公安委員会や道路管

理者に対して、交通規制や道路の改善などを

求めることができる。 

 

●容器包装リサイクル法 

 資源、廃棄物などの分別回収・再資源化・

再利用について定めた法律。容器包装リサイ

クル法、家電リサイクル法、食品リサイクル

法、建設リサイクル法、自動車リサイクル法

がある。 

 

●リサイクル 

ごみを原料（資源）として再利用すること。

回収されたものを原材料として利用する「マ

テリアルリサイクル」と、廃棄物の焼却の際

に発生する熱をエネルギーとして利用する

「サーマルリサイクル」の 2 つに分けられ

る。 

 

●リデュース 

 廃棄物の発生抑制のことであり、再使用や

修理、廃棄物の発生の尐ない商品の購入、コ

ンポストによる生ごみの減量化などがある。 

 

●リユース 

 使用済みの製品を再利用すること。 

 

●流域界 

 流域の境界。 

 

●類型 

水質汚濁の生活環境項目および騒音の環

境基準については、全国一律の環境基準値を

設定していない。国において類型別に基準値

が示され、これに基づき都道府県が河川など

の状況や、騒音に関係する地域の土地利用状

況や時間帯などに応じてあてはめ、類型とし
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て指定していく方式となっている。 

 

●ワークショップ 

 日本においては「体験型講座」を指す用語

で、学びや創造、問題解決やトレーニングの

手法のこと。 
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